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山中会長活動方針説明／理事会活動報告

　平成27年度6月12日（金）、千葉大学西千葉キャンパスけやき会
館において、第62回総会が開催されました。司会進行は小野健太本
部事務局長が行いました。司会から、出席者数は、会場出席者約40名、
委任状出席者数が197名（定数147名）により総会が成立すること
が報告されました。山中敏正会長から、基本方針を「より若く，よ
り速く，より力強く」とし、より積極的に活動を展開していきたい
との説明がなされました。
　議事は今泉博子会員（千葉大学）と秋山福生会員（千葉大学）の
二人の議長団の司会で進行されました。まず、松岡副会長から平成
26年度活動報告があり、つづいて小野本部事務局長より平成26度の
決算報告がなされ、それに対し杉山和雄前監査から監査報告がなさ
れました。その後、会場からの質疑応答を経て審議の後、承認され
ました。松岡由幸副会長の平成27年度事業計画の説明に続き、小野
健太本部事務局長から平成27年度の予算案の説明があり、審議の後、
承認されました。また、岡崎章学会誌編集・出版委員長より、平成
28年度よりスタートする学会誌の完全電子化について説明があり、
その後、國澤好衛法人化対策特別委員長より、次回総会をターゲッ
トに進められている学会の法人化について説明がありました。
　総会終了後、名誉会員証贈呈式が執り行われ、勝浦哲夫氏、杉山
和雄氏、水野雅生氏、三橋俊雄氏、４名の先生が名誉会員証を受贈
なされました。　　　　　　　　　　　　（本部事務局長　小野健太）

平成２７年度日本デザイン学会第６２回総会報告

会場風景／名誉会員証贈呈式

左より：杉山氏、水野氏、三橋氏
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平成２７年度第１回理事会議事録

　　　　　日時■平成２７年４月１１日（土曜日）　　　　　　　　

　　　　　　　　15：00 ～ 18：00

　　　　　場所■芝浦工業大学　芝浦校舎（田町）

　　　　　　　　８階　８０３室

　　　　出席者■山中、松岡、青木 ( 史 )、池田（岳）、池田（美）、井上、

　　　　　　　　岡崎、岡本、清水、國澤、國本、久保、小山、佐藤（公）、

　　　　　　　　田村、橋田、蓮見、平松、益岡、両角、山田、小野、

　　　　　　　　佐藤（弘）

　　委任状出席■高野、生田目、萩原、山本

　　　　　欠席■渡邉、五十嵐、小林、杉山、寺内、村上、細谷、

　　　　　　　　八馬

１．会長挨拶

　山中会長より挨拶がなされた。

２．平成２６年度第八回理事会議事録の承認（小野本部事務局長）　

　平成２６年度第八回理事会の議事録案が示され，原案通り承認さ

れた。

【審議事項】

３．平成２７年度学会活動方針（山中会長）

　山中会長より、平成２７年度の学会活動方針について説明がなさ

れた。基本方針を「より若く、より早く、より力強く」とすること、

また１０の基本施策について説明がなされ、審議の後、承認がなさ

れた。

４．平成２７年度学会組織について（山中会長）

　山中会長より、平成２７年度の学会組織案が示され、審議の後、

承認がなされた。

５．平成２７年度学会運営スケジュールについて

( 小野本部事務局長 )

　小野本部事務局長より、平成２７年度の学会運営スケジュールに

ついて説明がなされ、承認がなされた。来年度から始まる学会出版

物の完全電子化、学会の法人化に向けて、積み残し分の特集号を全

て本年度中に出版する必要があるためご協力頂きたいとの依頼がな

された。

６．名誉会員推挙について（山中会長）

　山中会長より、名誉会員候補者について、過去の役員経歴、現在

の活動状況について説明・確認がなされ、審議の後、４名が名誉会

員候補者として推挙がなされた、ご本人のご意向を確認の上、最終

決定することとした。

７．平成２７年度春季研究発表大会について

（佐藤 ( 公 ) 大会実行委員長）

　佐藤公信大会実行委員長より、現在の準備状況について説明がな

された。発表予定者数が 263 件であること、特別セッション「デザ

インの未来史：次世代への視覚化の問題集」について説明がなされ、

審議の後、承認がなされた。また懸案事項として、学生交流セッショ

ン、告知用ポスターの作成、プログラムの発送時期の３点について

指摘がなされた。

 ８．法人化について（國澤法人化対策特別委員長）

　國澤法人化対策特別委員長より、法人化に向けての現在の進捗状

況について説明がなされ、その後、山中会長より、法人化の意義、

目的について説明がなされた。また小野本部事務局長より、定款案

が示され、審議の後、組織としては代議員制度を導入する方向で検

討を進めることとした。

　また青木理事より、公益に関するガイドラインを学会として定め

る必要がある点、リスク回避の視点から法人化することは十分意義

があるとの指摘がなされた。また國本理事より、会員への十分な説

明が必要であるとの指摘がなされた。

９．作品審査委員会スケジュールについて

（小林作品審査委員長 ( 代 ) 橋田委員）

　小林作品審査委員長の代理として橋田委員より、平成２７年度の

作品審査の流れ、スケジュールについて説明がなされた。「掲載可」

となった論文から早めに J-STAGE にアップロードすることについて

検討がなされたが、巻号システムを採用している限りは、分割する

ことは難しいため、巻号システムを廃止したのち、対応することと

した。

１０．論文集・作品集の完全電子化と特集号リニューアルに関する

会員告知用配付資料について（岡崎編集・出版委員長）

　岡崎編集・出版委員長より、特集号の編集状況および、特集号リ

ニューアルに関する会員告知配布資料について説明がなされ、審議

の後、承認がなされた。

　小野本部事務局長より、より丁寧な説明とするために、会員から

の意見を集める仕組みを設けた方が良いとの意見がなされ、本部事

務局で検討することとした。

　山中会長から、電子化に伴い公衆送信権が含まれる論文の取扱い

についても検討して欲しいとの依頼があり、編集・出版委員、論文

審査委員で検討することとした。

１１．平成２７年度秋季企画大会について（松岡委員・山田理事）　

　山田理事より、平成２７年度秋季企画大会について、開催場所を

東京藝術大学とすること、開催日を 11 月 21 日 ( 土 ) とすることに

ついて、審議がなされ、承認がなされた。
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　テーマについては、「仮）デザインレガシーの時代」ということで

検討を進めているとの報告がなされた。

１２．平成２８年度春季研究発表大会について（山中会長）

　山中会長より、平成２８年度春季研究発表大会の開催地の選考状

況について説明がなされ、候補地についてアドバイスをお持ちの方

はお知らせ頂きたいとの依頼がなされた。

１３．ホームページのリニューアルについて（岡本広報委員長）

　岡本広報委員長より、新ホームページのオープン時期を、当初 5

月を予定したが、６月１日に変更したいとの意見がなされ、審議の後、

承認がなされた。

１４．会報の発行状況について（山田理事）

　山田理事より、会報をまとめるにあたり、平成２５年度議事録、

および平成２６年度総会報告のデータが必要であり、早急に送るよ

う本部事務局に依頼がなされた。

　また、会員から、会報に掲載してある入退会の情報を消去して欲

しいとの依頼があり、本件については消去する方向で対応している

が、同様の件が生じた場合の対応について審議がなされ、入退会情

報については会報には掲載しないとすることとした。

　ただ名簿の扱い、会員かどうかの確認方法については、引き続き

次回の理事会で審議することとした。

１５．会員の移動について（小野本部事務局長）

　事務局に提出された書類を回覧・審議した結果，

入会：正会員７名（内外国人２名）、学生会員 26 名（内外国４人）

退会：正会員 16 名，

休会：正会員１名

が承認された。

【報告事項】

１６．『デザイン科学事典』編集委員会について

（松岡市販図書企画・編集委員長）

　松岡市販図書企画・編集委員長より、第１回の編集委員会会議の

内容について報告がなされ、また理事会構成メンバーに対し、執筆

協力の依頼がなされた。

１７．２０１６年度藝術学関連学会シンポジウムについて

（小林担当（代）小野本部事務局長）

　小林担当の代理として、小野本部事務局長より 6 月 13 日 ( 土 ) 京

都国立近代美術館講堂で開催される藝術学関連学会連合第１０回公

開シンポジウム　テーマ「日常のポエティック」について告知がな

された。

１８．第４支部活動報告（益岡第４支部長）

　益岡第４支部長より、平成２６年度活動について報告がなされた。

また他学会との交流を深めるため、７月２５，２６日に武庫川女子大

学で開催される意匠学会の全国大会への協賛を代診中であるとの報

告がなされた。

１９．第１支部活動報告（両角第１支部長）

　両角第１支部長より、９月に東北芸術工科大学で開催される第６

回第１支部大会について告知がなされた。

２０．第３支部活動報告（國本第３支部長）

　國本第３支部長より、３月２１日に開催された第３支部研究発表

大会について報告がなされた。

２１．第５支部活動報告（井上第５支部）

　井上第５支部長より、９月に九州芸文館で開催される九州学生デ

ザイン展、および、１０月１７日九州大学で開催される第５支部研

究発表大会について告知がなされた。

２２．「デザイン学研究」投稿論文査読状況について

（久保論文審査委員長（代）小山委員）

　久保論文審査委員長の代理として小山委員より，現在の論文査読

状況について，以下の通り報告がなされた。

2014 年度分：投稿数 103 本，採否決定 49 本

　　　　　　（論文 25，報告 10，論説 5，却下 9）

2013 年度分：投稿数 90 本，採否決定 77 本

　　　　　　（論文 42，報告 23，論説 2，却下 10）

（記録：小野）

平成 27 年度第 2 回理事会議事録

　　　　　日時■平成２７年５月２３日（土曜日）

　　　　　　　　１４：００～１７：００　　　　　

　　　　　場所■芝浦工業大学　芝浦校舎（田町）

　　　　　　　　３階　３０２室

　　　　出席者■山中、松岡、五十嵐、内山、岡崎、岡本、國澤、小林、

　　　　　　　　小山、佐藤 ( 公 )、古屋、小野、佐藤 ( 弘 )、八馬

　　委任状出席■渡邉、生田目

　　　　　欠席■久保

１．会長挨拶

　山中会長より挨拶がなされた。
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２．平成２７年度第１回理事会議事録の承認（小野本部事務局長）

　平成２７年度第１回理事会の議事録案が示され，原案通り承認さ

れた。

【審議事項】

３．平成２６年度決算・監査報告（小野本部事務局長）

　小野本部事務局長より、配付資料に基づき、平成 26 年度の決算

および監査の報告がなされ、審議の後、承認がなされた。会長より、

学生会員の徴収率が悪いことに対して、システム面での対策を検討

して欲しいとの依頼がなされた。

４．平成２７年度予算案について

（生田目財務委員長 ( 代 ) 小野本部事務局長）

　生田目財務委員長の代理として小野本部事務局長より、配付資料

に基づき、平成 27 年度の予算案が示され、承認がなされた。また

監査から JABEE の年会費について継続すべきか否か判断する必要が

あるとの指摘があったとの報告がなされた。教育・資格委員会で、

JABEE 加盟のメリットや影響などを調査し、今年度の会費は納付す

るが、今年度中に結論を出すこととした。

５．平成２７年度春季研究発表大会について ( 佐藤大会実行委員長 )

　佐藤大会実行委員長より大会の準備状況について報告がなされた。

また学生交流セッションの内容について説明がなされ、承認がなさ

れた。

６．総会式次第について（小野本部事務局長）

　小野本部事務局長より、配付資料に基づき、平成 27 年度総会式

次第について説明がなされた。

　「完全電子化」と「法人化」に関する説明のための資料を事前に送

付して欲しいとの依頼がなされた。また活動報告および活動計画に

ついて、渡邉副会長の代理として、ともに松岡副会長が行うことと

した。

７．「デザイン学研究」の執筆要項（和文，英文）について

（久保論文審査委員長　代理小山委員）

　久保論文審査委員長の代理として小山委員より、執筆要領、著作

権の項目について、変更点について説明がなされた。

　また「デザイン学研究」の書式をウェブサイトに掲載したいとの

意見が示され、審議の後、委員会の権限として問題がないとの理由

により、承認がなされた。

　その他、二重投稿（自己剽窃）の件について、執筆者に対して調

査を行った結果、（１）本人へ訂正を依頼してそれを掲載する（２）

却下して再投稿を勧める（３）単に却下する（４）あえて取り消し

はせずに審査委員会からの但し書きを掲載する、の 4 つの方向性が

示され、審議の結果、（１）とすることで承認された。

９．作品審査について（小林作品審査委員長）

　小林作品審査委員長より、審査手順の変更について説明がなされ

た。それに伴いスケジュールが変更される点、投稿のタイミングは

随時ではなく、投稿期間を設ける点について説明がなされ、承認が

なされた。

　また会長から、J-stage に移行しても掲載料は徴収すべきであるが、

ページ数による掲載料の区別はなしにする方向で検討して欲しいと

の要望がなされた。

１０．平成２７年度学会各賞選考委員会について（松岡担当理事）

　松岡学会各賞担当理事より、青木弘行氏を委員長とし、昨年度と

同様の体制で進める予定であるとの説明がなされ、承認がなされた。

１１．会員の移動について（小野本部事務局長）

　事務局に提出された書類を回覧・審議した結果，

入会：正会員 20 名（内外国人 2 名）、学生会員 72 名（内外国 12 人）

退会：正会員 4 名（内外国人 1 名）、学生会員 12 名

が承認された。

【報告事項】

１２．「広報ホームページのリニューアルについて」

（岡本広報委員長・内山広報委員）

　岡本広報委員長、内山広報委員より、新たなウェブサイトについて、

およびその運用方法について説明がなされた。実際は運用してみな

いとわからない部分があるため、6 月 1 日の運用開始後に確認しな

がら調整を行うとの説明がなされた。またマニュアルについては、

もう少し整理した後、関係者に配布するとの説明がなされた。会長

より、RSS 配信についても検討して欲しいとの依頼がなされた。

１３．総会資料確認のお願い（小野本部副事務局長）

　小野本部事務局長より、配布された総会資料を確認するよう依頼

がなされた。

（記録：小野）
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デザイン理論・方法論研究部会活動報告

　平成 27 年７月 17 日 ( 金 )、慶應義塾大学矢上キャンパス新 34 棟デ

ザインセンターを会場として、日本デザイン学会 デザイン理論・方

法論研究部会（ＤＴＭ）の 2015 年度活動：「デザイン塾：タイムア

クシスデザインの時代」が開催されました。本活動は、ＤＴＭ、日

本設計工学会 研究調査分科会、日本機械学会 デザイン科学研究会の

共催により行われました。本塾は、「タイムアクシスデザインの時代」

（第１部）、「タイムアクシスデザイン・価値成長デザインに関する講

演」（第２部）、および「技術交流会＆ポスターセッション」（第３部）

の３部構成で開催されました。

　はじめに、ＤＴＭ主査の松岡より、“デザイン科学の構築” と “デ

ザイン哲学の再生” を目的に掲げるデザイン塾の趣旨や意義とタイ

ムアクシスデザインとの関係について説明がなされた。

　第１部においては、慶應義塾大学加藤健郎専任講師の司会で、松岡、

マツダ株式会社 古郡了氏、東京大学 梅田靖教授、および首都大学東

京 下村芳樹教授らによるパネルディスカッション形式の講演がなさ

れました。松岡からは、「タイムアクシスデザインの時代」というタ

イトルで、理論や方法論、思想としてのタイムアクシスデザインの

概説がなされた。また、古郡氏からは、使えば使うほど価値が成長

するモビリティシステム」というタイトルで、タイムアクシスデザ

インの概念に基づく価値成長モビリティシステム研究の概要が説明

されました。さらに、梅田教授より、「ライムサイクル工学における

タイムアクシスデザインの必要性」というタイトルで、ライフサイ

クルデザインや工学という視点から見たタイムアクシスデザインの

必要性や重要性について、自身の研究における方法論や方法を交え

ながら概説されました。さいごに、下村教授より、「製品サービスシ

ステム（PSS）開発とタイムアクシスデザイン」というタイトルで、

PSS 設計におけるマルチタイムスケールの概念の重要性とその応用

方法について説明がなされた。講演後の聴講者を含むディスカッショ

ンでは、“デザインと時間軸” や “価値の成長メカニズム” を中心テー

マとして、本質に迫る討論がなされました。

　第２部においては、２件の講演がなされました。慶應義塾大学大

学院 畑政貴氏からは「材料を視点とした価値成長型人工物のタイプ

とデザイン指針」というタイトルで、価値が成長する人工物のタイ

プと材料の関係分析結果に基づくデザイン指針の説明がなされまし

た。 ま た、Graduate Scool of Keio University Mikako Arita 氏 か ら は

“Timeaxis Design of Health Monitoring Seat System” というタイト

ルで講演がなされました。講演のなかでは、タイムアクシスに基づ

く段階的な機能向上を実現するシートシステムデザインのプロセス

やロードマップについて説明がなされました。

　第３部においては、タイムアクシスデザインやデザイン科学に基

づく研究事例や作品（全６件）のポスター発表と並行して技術交流

会も開催され、盛況のうちに終了いたしました。

　本活動においては、デザインに関わる研究・教育者の方々（産業

技術総合研究所、千葉工業大学、東京大学、北海道大学、武蔵野美

術大学）、実務者の方々（NEC、SKG コンサルティング、アーカイブ、

キヤノン、小森康弘技術士事務所、南条装備工業、日産自動車、日

本発条、プロセス設計塾、マツダ、丸善プラネット）、学生を含む約

60 名の方にお越しいただき、タイムアクシスデザインの意義や可能

性について活発な議論が行われました。　　　   　（主査　松岡由幸）

ポスターセッション

左より：古郡氏、梅田氏、下村氏

会場風景
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　2011 年の東日本大震災から既に４年６ヶ月が経ちました。被災地

では、時の変化が形になろうとしています。そこでは、復興や震災

遺構の在り方などが問われています。

　一方、2020 年の東京オリンピック・パラリンピックまで５年にな

ります。開催に向けては、1964 年の施設再構と新たな準備が始まっ

ています。そこには共通するデザインの課題があるように思われま

す。時の経過の中から、私たちは何を継承し、何を変えていくのか

という問いかけではないでしょうか。それは、デザインが新たな次

元に入ったことの実感にもつながります。

　本大会では、震災とこれからのオリンピックをあえて関係付けて

考えることから、残すべきものと変えていくものとしての有益な遺

産（レガシー）を考えるために、テーマを「デザイン・レガシーの

時代 ～残すべきもの—変えていくもの～」として、デザインを見つ

め直す機会とします。

● 大会名：平成 27 年度日本デザイン学会秋季企画大会

● 日　時：2015 年 11 月 21 日（土）

　　　　　 9：00（受付）～　17：00　（交流会 17：15 ～ 18：45）

● 開催地：東京藝術大学上野キャンパス　美術学部中央棟

　　　　　 詳細は http//www.geid ai.ac.jp/access/ueno

　　　     　（車での来校はできません）

● 会　場：美術学部中央棟・第一講義室を中心に行います。

● テーマ：「デザイン・レガシーの時代～残すべきもの−変えてい

　                  くもの～」Design for Sustainability and Legacy

● 大会委員長：宮田亮平（東京藝術大学 学長）

　 実行委員長：清水泰博（東京藝術大学 教授）

　 実行副委員長：山田弘和（横浜美術大学教授 / 環境デザイン部会主査）

　 企画協力：環境デザイン部会

● 主催：日本デザイン学会　協力：東京藝術大学

● 大会プログラム：

9:00-　　　     受付（美術学部中央棟ホール）

9:20-9:45　     開会挨拶及び各賞表彰及び授賞式    （第１講義室）

　　　　 　　 山中敏正（日本デザイン学会 会長・筑波大学 教授）

9:45-10:00　  大会委員長挨拶　（第１講義室）

　　　　　　宮田亮平（東京藝術大学 学長）

10:00-11:00　基調講演１　（第１講義室）

　　　　　　尾登誠一（東京藝術大学 教授）

　　　　　　テーマ：「生命観のトレース」

～宇宙居住のデザイン的展開

11:00-12:00    基調講演２　（第１講義室）

   　　 　　　 福井昌平（㈱コミュニケーション・デザイニング研究所

代表取締役社長）

　　　    　　 テーマ：デザインの「持続可能性とレガシー」 

～国際博覧会とオリンピックの新たな潮流から～

昼　食：学内・大浦食堂、その他周辺の飲食店

12:30-14:00    学生プロポジション　（第２講義室）

　　　　　　全国のデザイン学生研究作品をパネル展示発表

14:10-16:50    パネルディスカッション　（第１講義室）

　　　    　　 テーマ「デザイン・レガシー～残すべきもの変えて

いくもの～を問う」

　　　　　　 パネリスト：青木史郎（公益財団法人日本デザイン

振興会 常務理事）

　　　　　　　　　 　　：白井宏昌（滋賀県立大学 准教授）

　　　　　　　　　　 　：須永剛司（東京藝術大学 教授）

　　　　          モデレーター：山田弘和（横浜美術大学 教授）

16:50-17:00　閉会挨拶（第１講義室）  

　　　　　　 清水泰博（東京藝術大学 教授）

17:15-18:45　 交流会　（中央棟ホール）（会費 ¥500）

● 企画展示 :「残すべきもの - 変えていくもの」（中央棟ホール）

（資料提供：環境デザイン部会）

● その他学内展示：

・「武器をアートに−モザンビークにおける平和構築」

　( 東京藝術大学大学美術館本館展示室 3)

・  「藝大コレクション展　美の収穫祭　特集展示　平櫛田中ゆか

   りの作品を中心に」  ( 東京藝術大学大学美術館本館展示室 1)

・ さかざきちはる展「ペンギンのいるところ」 ( 東京藝術大学美   

   術学部総合工房棟 3F・デザイン科プレゼンテーションルーム

平成 27（2015）年度日本デザイン学会秋季企画大会
 学生プロポジション募集

　日本デザイン学会では、デザインを学ぶ方々へのデザイン学研究

の普及を目的に、秋季企画大会「学生プロポジション」展覧会を実

施しています。 本年の秋季企画大会は、幹事校の東京藝術大学上野

校地で 11 月 21 日 ( 土 ) に実施します。「学生プロポジション」では、

大学、大学院あるいは専門学校でデザイン学ぶみなさまが、日頃の

研鑽の成果を展示し交流することから幅広いデザインの知と技を共

有します。合わせて、出展者の学生諸君には大会プログラムを聴講

いただき、学会活動への関心を高めていただきます。

　尚、当プロポジションは、学生本人か指導の先生方から応募いた

だけますようお願いします。本会が、数多くの学校からの参加によっ
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募集案内

◆平成２７年度「幼児向け絵本」募集要項

応募内容：アイヌの伝統や文化に関する幼児向け絵本の原作（絵と

文）を広く募集します。最優秀作品を「幼児向け絵本」として制作し、

道内幼稚園・保育所等に無償配布します。絵本のテーマ及び内容は、

アイヌの伝統や文化に関するものとし、創作でも構いませんが幼児

向けの絵本としてふさわしいものとします。なお、作品のもとにし

た物語・歌などがある場合、その出典、語り手等を明記し、必要に

応じて作者・口演者・翻訳者またはその権利の継承者名による承諾

書を添付してください。

（＊応募規定など詳細はホームページでご確認ください。）

応募締切：平成 27 年 9 月 30 日（水）必着

表彰：最優秀賞　1 点・・・賞状・賞金 50 万円

   入選　　　2 点・・・賞状・賞金 5 万円

   奨励賞　　7 点・・・図書券 5 千円

　　＊最優秀賞の賞金より源泉徴収税として賞金の 10.21％が控除

　　　されます（平成 27 年 5 月現在）。

主催：公益財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構

後援：国土交通省、北海道教育委員会、公益社団法人北海道アイヌ

　　　協会

問合せ・応募先：

〒 060-0001　札幌市中央区北 1 条西 7 丁目プレスト 1・7（5F）

TEL.011-271-4171　FAX.011-271-4181

ホームページ：http://www.frpac.or.jp

E-mail：ainu@frpac.or.jp

◆佐川急便特別協賛事業　第８回京都・花灯路創作行灯デザイン

    コンペ

デザインの基本コンセプト：

「京都・花灯路」の主旨に合ったもので「和の灯り」を基本コ

ンセプトにデザインしてください。

応募資格：個人・企業・団体・グループ、年齢、性別、職業、国籍

　　　　　は問いません。

登録料：無料

応募方法：「募集規定」に定めるところによりご応募ください。

　　　　　http://www.hanatouro.jp/

(1) 応募締切　2015 年 10 月 16 日（金）当日消印有効

(2) 提 出 先　〒 604-8187 京都市中京区烏丸御池東入 第一生命

　　　　　　ビル 7 階　（株）日商社内　「京都・花灯路 創作行

　　　　　　灯デザインコンペ」事務局 宛

表彰  :  最優秀賞　1 点　（賞金 20 万円）

　特別賞（佐川急便賞）　1 点　（賞金 10 万円）

　学生賞　1 点　（賞金 5 万円）

　入選 　数点 （賞金 2 万円）

　来場者賞　1 点　（賞金 2 万円）

主催：京都・花灯路推進協議会

[ 構成団体：京都府、京都市、京都商工会議所、京都仏教会、

京都市観光協会、京都文化交流コンベンションビューロー ]

特別協賛：佐川急便株式会社

問い合わせ先：「京都・花灯路 創作行灯デザインコンペ」事務局

〒 604-8187 京都市中京区烏丸御池東入

第一生命ビル 7 階 （株）日商社内

Tel：075-211-3571 Fax：075-241-4544

担当：川口・小川

ホームページ：http://www.hanatouro.jp/andon/

て、デザインの明日を担う学生たちの交流の場となることを楽しみ

にしています。

●企画名称：平成 27（2015）年度 日本デザイン学会秋季企画大会

　　　　　　「学生プロポジション」 

●開催場所：東京藝術大学上野校地　中央棟（上野駅または根津駅） 

●開催日程：平成 27 年 11 月 21 日（土） 

●概要：学生プロポジションの目的は、大学や専門学校でデザイン

学ぶみなさまが、日頃の研鑽の成果を展示し交換すること

をとおして、幅広いデザインの学びとそこに育まれている

知と技を共有することです。日本デザイン学会秋季企画大

会の関連行事として実施します。展示は、所定の時間内で

の発表とフリーディスカッションの方式で行います。展示

の設営および撤収は当日の展示時間前後に出展者が行いま

す。

●実施ならびに応募方法：学会 HP を参照してください。

●問い合わせ先：

日本デザイン学会　秋季企画大会実行委員会＋研究推進委員会

学生プロポジション事務局（担当：平松）

 jssd-ed_hira@mbr.nifty.com

運営の都合上 問い合わせはメールのみ受付けとなります。
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催し物

◆ニキ・ド・サンファル展

会期：12 月 14 日（月）まで

会場：国立新美術館　企画展示室１E　東京六本木

     　　〒 106-8558　東京都港区六本木 7-22-2

開館時間：10：00 ～ 18：00（入場は閉館の 30 分前まで）

休館日：火曜日（ただし、11 月 3 日は開館）

観覧料：（当日）一般 1,600 円、大学生 1,200 円、高校生 800 円、

　　　　前売／団体）一般 1,400 円、大学性 1,000 円、高校生 600 円、

　　　　（中学生以下無料）

主催：国立新美術館、フランス国立美術館連合グランパレ（RMN-GP）、

　　  ニキ芸術財団、NHK、NHK プロモーション

協賛：日本写真印刷

特別協力：Yoko 増田静江コレクション

お問い合わせ：03-5777-8600（ハローダイヤル）

展覧会ホームページ：http://www.niki2015.jp/

◆特別展　レオナルド・ダ・ヴィンチ — 天才の挑戦

会期：2016 年 1 月 16 日（土）～　4 月 10 日（日）

会場：江戸東京博物館１階特別展示室

　　　〒 130-0015 東京都墨田区横綱 1-4-1

開館時間：9：30 ～ 17：30 ／土曜日は 19：30 まで（入館は閉館の

　　　　　30 分前まで）

休館日：月曜日（ただし 1 月 18 日、3 月 21 日・28 日は開館、3 月

　　　　22 日（火）は休館）

主催：公益財団法人東京歴史文化財団 東京都江戸東京博物館、毎日

　　　新聞社、NHK、NHK プロモーション

後援：  外務省、イタリア文化財・文化活動・観光省、イタリア大使館、

　　    スポーツニッポン新聞社

特別協力：レオナルド・ダ・ヴィンチ理想博物館

美術館ホームページ：http://www.davinci2016.jp

◆日伊国交樹立 150 周年記念　カラヴァッジョ展

会期：2016 年 3 月 1 日（火）～　6 月 12 日（日）

会場：国立西洋美術館　東京上野公園

　　　〒 110-0007　東京都台東区上野公園 7-7

開館時間：9:30 ~ 17:30（入館は閉館の 30 分前まで）

休館日：月曜日

主催：国立西洋美術館、NHK、NHK プロモーション、読売新聞社

お問い合わせ：03-5777-8600（ハローダイヤル）

展覧会ホームページ：http://www.nmwa.go.jp

献本御礼

◆寄贈図書

茶室と室内デザイン、小泉和子、2015、思文閣出版

◆機関誌

TAMABI News68、2015、多摩美術大学

◆報告書

INDUSTRIAL DESIGN・2014 年度 JIDA 事業報告書、2015、日本イン

ダストリアルデザイナー協会

生活工房アニュアルレポート 2014、2015、せたがや文化財団 生活

工房

◆紀要

多摩美術研究４、2015、多摩美術大学

デザイン理論 66、2015、意匠学会

東北芸術工科大学紀要 No.22、2015、東北芸術工科大学
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平成２７年度
日本デザイン学会

第62回総会
■日時：	平成 27 年 6月 12 日 ( 金 )
	 １３：００～１４：００

■会場：

千葉大学　けやき会館	

総会資料
＊本冊子は総会資料を綴じ合わせたものです。

限られた時間ですので十分な説明もできかね

ると思いますが、その節は本冊子によくお目

をお通しくださいまいすようお願い申し上げ

ます。

■次第　　　　　　　　　　　　         ■司会：小野健太 本部事務局長
1. 総会成立の確認ならびに開会宣言 . . . . . . . . .小野健太 本部事務局長
2. 会長挨拶・活動方針説明. . . . . . . . . . . . . . . . . .山中敏正 会長
3. 議長団選出. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .小野健太 本部事務局長
4. 議事   . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .議長団
 4.1. 平成２６年度活動報告 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 松岡由幸 副会長
 (1) 論文審査委員会. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 久保光徳 委員長
 (2) 作品審査委員会. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 小林昭世 委員長
 (3) 学会誌編集・出版委員会. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 岡崎章 委員長
 (4) 研究推進委員会. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 渡邉誠 委員長
 (5) 企画委員会 総合企画 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 松岡由幸 委員長
 (6) 企画委員会 支部企画 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 五十嵐浩也  委員長
 (7) 教育・資格委員会. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 古屋繁 委員長
 (8) 広報委員会. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 岡本誠 委員長
 (9) 財務委員会. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 生田目美紀 委員長
 (10) 市販図書企画・編集委員会. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 蓮見孝 委員長
 (11) 法人化対策特別委員会. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 國澤好衛 委員長
 (12) 平成 26 年度春季研究発表大会 . . . . . . . . . . . . . . . . 池田岳史 実行委員長
 (13) 平成 26 年度秋季企画大会 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 玉田俊郎 実行委員長
 (14) 学会各賞選考委員会担当. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 松岡由幸 担当理事
 (15) Ｄｅｓｉｇｎシンポジウム担当. . . . . . . . . . . . . . . . 松岡由幸 担当理事
 (16) ＩＡＳＤＲ担当. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 山中敏正 担当理事，
   渡邉誠 担当理事
 (17) 日本学術会議担当. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 小林昭世 担当理事
 (18) 横断型基幹科学技術研究団体連合担当. . . . . . . . . . 松岡由幸 担当理事
 (19) 日本工学会担当. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 國澤好衛 担当理事
 (20) 第１支部. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 両角清隆 支部長
 (21) 第２支部. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 五十嵐浩也 支部長
 (22) 第３支部. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 國本桂史 支部長
 (23) 第４支部. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 益岡了 支部長
 (24) 第５支部. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 井上貢一 支部長
 (25) 本部事務局. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 小野健太 本部事務局長
 (26) 教育部会. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 金子武志 主査
 (27) 家具・木工部会. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 阿部眞理 主査
 (28) プロダクトデザイン研究部会. . . . . . . . . . . . . . . . . . 山﨑和彦 主査
 (29) 環境デザイン部会. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 山田弘和 主査
 (30) デザイン史研究部会. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 立部紀夫 主査
 (31) デザイン理論・方法論部会. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 松岡由幸 主査
 (32) ファッションデザイン部会. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 常見美紀子 主査
 (33) 情報デザイン部会. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 永井由美子 主査
 (34) 創造性研究部会. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 永井由佳里 主査
 (35) タイポグラフィ研究部会. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 石川重遠 主査
 (36) サービスイノベーションデザイン研究部会. . . . . . 古屋繁 主査
 (37) 子どものためのデザイン部会. . . . . . . . . . . . . . . . . . 岡崎章 主査
 4.2. 平成２６年度決算報告 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 小野健太 本部事務局長
 4.3. 平成２６年度会計監査報告 . . . . . . . . . . . . . . 杉山和雄 監査， 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　清水泰博 監査
 4.4. 平成２６年度決算審議 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 議長団
 4.5. 平成２７年度活動計画 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 松岡由幸 副会長
 (1) 論文審査委員会. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 久保光徳 委員長
 (2) 作品審査委員会. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 小林昭世 委員長
 (3) 学会誌編集・出版委員会. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 岡崎章 委員長
 (4) 研究推進委員会. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 渡邉誠 委員長
 (5) 企画委員会 総合企画 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 松岡由幸 委員長
 (6) 企画委員会 支部企画 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 五十嵐浩也  委員長
 (7) 教育・資格委員会. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 古屋繁 委員長
 (8) 広報委員会. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 岡本誠 委員長
 (9) 財務委員会. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 生田目美紀 委員長
 (10) 市販図書企画・編集委員会. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 蓮見孝 委員長
 (11) 法人化対策特別委員会. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 國澤好衛 委員長
 (12) ＩＡＳＤＲ担当. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 山中敏正 担当理事，
   渡邉誠 担当理事
 (13) 横断型基幹科学技術研究団体連合担当. . . . . . . . . . 松岡由幸 担当理事
 (14) 日本工学会担当. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 國澤好衛 担当理事
 (15) Ｄｅｓｉｇｎシンポジウム担当. . . . . . . . . . . . . . . . 松岡由幸 担当理事
 (16) 第１支部. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 両角清隆 支部長
 (17) 第２支部. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 五十嵐浩也 支部長
 (18) 第３支部. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 國本桂史 支部長
 (19) 第４支部. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 益岡了 支部長
 (20) 第５支部. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 井上貢一 支部長
 (21) 本部事務局. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 小野健太 本部事務局長
 (22) 教育部会. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 金子 武志 主査
 (23) 家具・木工部会. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 阿部眞理 主査
 (24) プロダクトデザイン研究部会. . . . . . . . . . . . . . . . . . 山﨑和彦 主査
 (25) 環境デザイン部会. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 山田弘和 主査
 (26) デザイン理論・方法論部会. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 松岡由幸 主査
 (27) 情報デザイン部会. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 永井由美子 主査
 (28) 創造性研究部会. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 永井由佳里 主査
 (29) タイポグラフィ研究部会. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 石川重遠 主査
 (30) サービスイノベーションデザイン研究部会. . . . . . 古屋繁 主査
 (31) 子どものためのデザイン部会. . . . . . . . . . . . . . . . . . 岡崎 章 主査
 4.6. 平成２７年度予算案説明 . . . . . . . . . . . . . . . . 生田目美紀 財務委員長
 4.7. 平成２７年度予算案審議 . . . . . . . . . . . . . . . . 議長団

5. 議長団退席. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .小野健太 本部事務局長
6. 学会誌の完全電子化について. . . . . . . . . . . . . .岡崎章 学会誌編集・出版委員長
7. 学会の法人化について. . . . . . . . . . . . . . . . . . . .國澤好衛 法人化対策特別委員長
8. 閉会挨拶. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .小野健太 本部事務局長
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 平成２７年度日本デザイン学会活動方針
会長　山中敏正

平成 年度日本デザイン学会活動方針

会長 山中 敏正

基本方針

より若く，より速く，より力強く

−デザイン学研究による社会創造に向けて −

東日本大震災から 年が経過したにもかかわらず，被災

地の復興はやっと緒に就いたところであり，福島第一原子

力発電所はまだ廃炉作業の具体的な行程に取りかかるこ

とすらできていません．一方で 年の東京オリンピッ

クまであと 年となり，デザインは否応なしに「その先の

世界」をどう形作るかという課題を多様な観点から議論し

形にすることが求められています．

デザイン学会も設立 年が過ぎ，学会活動の成果とし

ての論文の審査公開は を活用した創刊号からの電

子化， を活用したオンラインジャーナル化，そし

てオンライン査読が軌道にのり，会員諸氏の研究成果をス

ピーディに公開できるようになりました．また，これから

の学会を支える根となる会員活動では学生セッションの

継続的実施と学生会員制度の創設により学部学生にも学

会参加の可能性を開きました．学会活動の幹である，社会

的基盤の形成では日本学術会議・日本感性工学会との共同

主催で を運営するなど，デザイン学の中心学会とし

て国際活動もふくめてその基盤を固めてきました．

今後は，会員諸氏の研究をより実りのあるものにするべ

く，さらに力強くデザイン学研究を社会に関連付けていく

ことを実践する必要があるでしょう．そのために，法人制

度を利用した社会的活動団体としての学会の位置付けの

確立と，より速くより魅力的な学会サービスの提供を念頭

に，新たな学会組織のあり方を議論し，実現して行くため

に組織の再構築も視野に入れた取り組みを，理事会一丸と

なって展開したいと考えています．

会員諸氏，関係の皆様方のより一層のご支援やご協力を

お願い申し上げる次第でございます．

基本施策

．学会活動の基盤としての，論文・作品・記事のありか

たに関する検討

・オンラインジャーナルによる迅速な研究成果公開と学

会誌の体系的再構築

・論文・作品の適切な審査と，審査基準・対象の確認

・学会誌論文の国際化の推進と

．法人化に向けた検討

・法人組織の集中的検討と，定款，選挙等の具体案構築

．国際化，国内外他学協会，産官との事業連携強化

・ の実施と での企画・運営

・デザイナーの資格制度と継続教育（ ）等，デザイ

ン学の立場による社会制度との連携強化

・産業界との連携強化

．学術環境の整備

・科学研究費・分科「デザイン学」のさらなる拡充

．春季研究発表大会，秋季企画大会の活性化

・オーガナイズドセッションを活用した産学官協力研究

体制の充実

・春季発表件数の増加策，秋季企画内容の充実策検討

．広報活動の強化

・学会ホームページの全面的改訂

・学会の魅力を伝える広報資料の作成

・協賛・広報活動を通じた，関連学会との連携強化

．支部活動活性化策のさらなる推進

・支部間，学会との活動情報・成果の共有と連携方法の

見直しと強化

・活動単位（支部地区割）と法人組織の基盤の整理

８．研究部会のあり方に対する検討

・研究部会活動の不断の検証と，学会との連携確認

・研究部会編纂図書の刊行，講習会・セミナー等の開催

・専門的，横断的課題による競争的外部資金獲得策検討

．会員制度の拡大と財務の改善

・学生会員制度・学生プロポジション・学生セッション

等を活用した学会活動の活性化

・オンラインジャーナル移行等による財務基盤の整備

．会則，諸規定の見直し
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平成２７年度　会長，副会長，監査，理事一覧
平成２６年度 日本デザイン学会 会長，副会長，理事一覧

会長 山中 敏正 筑波大学　芸術系

副会長 松岡 由幸 慶應義塾大学　大学院　総合デザイン工学専攻

渡辺 誠 千葉大学大学院 工学研究科 デザイン科学専攻

監査 杉山 和雄 杉山デザイン研究所

清水 泰博 東京芸術大学 美術学部 デザイン科

理事 青木 史郎 公益財団法人日本デザイン振興会

五十嵐 浩也 筑波大学 芸術系

池田 岳史 福井工業大学 工学部 デザイン学科

池田 美奈子 九州大学 芸術工学研究院

井上 貢一 九州産業大学 芸術学部

岡崎 章 拓殖大学 工学部 デザイン学科

岡田 明 大阪市立大学 大学院 生活科学研究科・生活科学部

岡本 誠 はこだて未来大学 システム情報科学部

小野 健太 千葉大学大学院 工学研究科 デザイン科学専攻

國澤 好衛 産業技術大学院大学 産業技術研究科

國本 桂史 名古屋市立大学大学院 芸術工学研究科

久保 光徳 千葉大学大学院 工学研究科 デザイン科学専攻

小林 昭世 武蔵野美術大学 造形学部 基礎デザイン学科

小山 慎一 千葉大学大学院 工学研究科 デザイン科学専攻

髙野 修治 湘南工科大学 工学部 コンピュータデザイン学科

田村 良一 九州大学 芸術工学研究院

寺内 文雄 千葉大学大学院 工学研究科 デザイン科学専攻

生田目 美紀 筑波技術大学 産業技術学部 総合デザイン学科

萩原 将文 慶應義塾大学 理工学部 情報工学科

橋田 規子 芝浦工業大学 デザイン工学部

蓮見 孝 札幌市立大学

平松 早苗 株式会社ars設景研究所

古屋 繁 芝浦工業大学 デザイン工学部

細谷 多聞 札幌市立大学 デザイン学部

益岡 了 岡山県立大学 デザイン学部

村上 存 東京大学大学院 工学系研究科 機械工学専攻

両角 清隆 東北工業大学 ライフデザイン学部 クリエイティブデザイン学科

山田 弘和 横浜美術大学 美術学部

山本 早里 筑波大学 芸術系

特設理事 工藤 芳彰 拓殖大学 工学部 デザイン学科

佐藤 弘喜 千葉工業大学 工学部 デザイン科学科

八馬 智 千葉工業大学 工学部 デザイン科学科
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平成２７年度　日本デザイン学会組織

評議員会

理事会
総 会

運営理事会

本部事務局

監 査

選挙管理委員会

会長
副会長

論文審査委員会

作品審査委員会

学会誌編集・出版委員会

研究対策委員会

企画委員会
総合企画

支部企画

春季研究発表大会担当

広報委員会

教育・資格委員会

財務委員会

春季研究発表大会概要集編集委員会

市販図書企画・編集委員会

学会各賞選考委員会担当

第１支部

第２支部

第３支部

第４支部

第５支部

秋季企画大会担当

ＩＡＳＤＲ担当

日本学術会議・横幹連合・藝関連・日本工学会担当

（北海道・東北地域）

（関東地域）

（北陸・中部地域）

（近畿・中国・四国地域）

（九州・沖縄地域）

Ｄｅｓｉｇｎシンポジウム担当

法人化対策特別委員会

・事務処理（電話応対，郵便物仕分け，返送郵便物処理）
・事務局経費の管理，監査の依頼
・会計管理，会費請求，振り込みチェック
・入会/退会手続き，会員情報の管理（住所変更）
・タックシール打ち出し，抜き刷り発送
・学会誌管理，販売
・理事会資料の原稿，理事会議事録の作成
・委任状の準備と発送手配
・理事会の案内（大会時には名誉会員にも案内），準備
・理事会議事録の作成と会報原稿化
・総会プログラムの作成，参加者への依頼
・大会/総会での受付業務
・総会資料の作成，各賞授賞式などの司会進行
・総会委任状の印刷と送付依頼
・学会各賞推薦状等の発送
・学会各賞など　賞状，記念品の手配
・その他各委員会，事務局の原稿コピー，案内発送等

・論文審査電子化の推進
・論文審査基準の継続的な検討と確認
・国際化と同時に，デザイン学研究を特徴付ける実践研究の活性化
・審査委員会の招集，審査の調整と管理，理事会での報告
・査読依頼・結果処理と学会誌編集・出版委員会への連絡
・投稿規定，執筆要領の管理
・学会誌の英文化，インパクトファクター獲得に向けての計画と実行

・学会の電子出版化
・発刊状況/出版費の調整と管理，理事会での報告
・論文集・概要集：各審査委員会との連絡
・論文誌，作品集の編集，校正の依頼
・特集号：責任編集者の決定
・編集委員会の招集，発刊計画の立案と理事会に提案
・会報：原稿依頼と編集
・印刷業者との連絡，本部事務局への印刷代振り込み指示

・研究部会の状況把握，活性化
・研究発表大会における研究部会主導発表枠〔テーマセッション〕の調整
・学生部会，若手部会の創設検討と支援
・学生プロポジションの運営

・拡大するデザイン領域と連動した・横断型，実践型研究活動の推進
・大会におけるオーガナイズドセッションなどの計画・実施
・各種セミナー，特設イベントの推進

・支部活動の状況把握，活性化
・支部をベースとした企画の計画立案

・資格制度設立に向けて，他のデザイン機関との連携，調整
・デザイナーの継続教育プログラムの検討

・法人化の方向性検討，法人化へ向けた計画の立案
・選挙制度の見直し
・定款の策定
・法人化のため事務手続き

・学会の電子出版の支援
・企画委員会と連動して学会の広報計画を立案実施
・インターネットを利用した海外，国内へ向けての学会情報発信
・各種情報・データベースの管理

・財務状況の把握，改善
・学会財務体質の長期見通しと年度計画
・予算の編成
・会計管理

・市販図書の企画と迅速な出版

・選考委員会の招集
・記念講演の手配
・授賞式での報告

・発表登録用紙の作成，学会誌編集・出版委員会との連絡
・原稿受付，データベース用紙の発送，会費納入確認依頼
・原稿プログラムの作成
・会場及び発表設備の確認依頼
・大会実行委員会との連絡
・概要集の編集，校正，印刷所との連絡
・座長の決定，座長マニュアルの発送，原稿返却

・実行委員会の編成
・企画の立案，理事会への報告
・会員への告知依頼
・参加費の徴収，大会運営会計管理/報告

・会議への出席，理事会への報告
・会員への案内の依頼

平成２６年度　デザイン学会組織図および役割
ver.2 2014/05/23
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平成２７年度　日本デザイン学会　委員会等一覧
○運営理事，＊特設理事，＋幹事長

本部事務局
〇 小野 健太 佐藤 弘喜＊ ＋ 佐久間 彩紀

八馬 智＊

委員会
論文審査委員会 〇 久保 光徳 小山 慎一 蘆澤 雄亮

寺内 文雄 植田 憲

加藤 健郎

鄭孟淙

作品審査委員会 〇 小林 昭世 高野 修治 ＋ 白石 学

生田目 美紀 加藤 健郎

橋田 規子 永盛 祐介

橋本 和幸

永嶋さゆり

学会誌編集・出版委員会 〇 岡崎 章 工藤 芳彰＊ ＋ 大島 直樹

寺内 文雄 森山 貴之

山田 弘和

研究推進委員会 〇 渡邉 誠 萩原 将文 ＋ 佐々 牧雄

平松 早苗 永盛 祐介

細谷 多門

企画委員会（総合企画） 〇 松岡 由幸 青木 史郎 ＋ 佐藤 浩一郎

村上 存

渡邉 誠

企画委員会（支部企画） 〇 五十嵐 浩也 両角 清隆

國本 桂史

益岡 了

井上 貢一

教育・資格委員会 〇 古屋 繁 蓮見 孝

広報委員会 〇 岡本 誠 山本 早里 ＋ 大島 直樹

内山 俊朗

財務委員会 〇 生田目 美紀 小野 健太

市販図書企画・編集委員会 蓮見 孝 松岡 由幸 ＋ 加藤 健郎

佐藤 浩一郎

吉岡 聖美

春季研究発表大会概要集編集委員会 田村 良一 佐藤 弘喜＊ ＋ 柿山 浩一郎

細谷 多門 小宮 加容子

特別委員会
法人化対策特別委員会 〇 國澤 好衛 小野 健太 ＋ 中島 瑞季

委員会等担当
学会各賞選考委員会担当 松岡 由幸

春季研究発表大会担当 佐藤 公信

秋季企画大会担当 山田 弘和

ＩＡＳＤＲ担当 山中 敏正

渡邉 誠

日本学術会議（第一部）　藝術学関連学会連合担当 小林 昭世

日本学術会議(第三部)担当 寺内 文雄

横断型基幹科学技術研究団体連合担当 松岡 由幸

日本工学会担当 國澤 好衛

ＤＥＳＩＧＮシンポジウム担当 松岡 由幸

担当

事務局長 副事務局長 幹事

委員長 委員 幹事

委員長 委員 幹事
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支部
第１支部（北海道・東北地域） 両角 清隆 岡本 誠 ＋ 柚木 泰彦

伊藤 真市

酒井 聡 

福田 大年

堀江 政広

第２支部（関東地域） 五十嵐 浩也 國澤 好衛

第３支部（北陸・中部地域） 國本 桂史 黄 崇彬 ＋ 滝本 成人

池田 岳史

廣瀬 伸行

西尾 浩一

加藤 大香士

第４支部（近畿・中国・四国地域） 益岡 了 岡田 明 ＋ 谷本 尚子

尾崎 洋

多田羅 景太

第５支部（九州・沖縄地域） 井上 貢一 池田 美奈子 ＋ 星野 浩司

岩田 敦之

大久保 亨

尾方 義人

西口 顕一

本間 康夫

松本 誠一

選挙管理委員会  　＊平成27年7月31日まで

工藤 芳彰 植田 憲

内山 俊朗

永見 豊

八馬 智

監査
杉山 和雄

清水 泰博

委員長 委員

幹事支部長 副支部長
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平成２６年度活動報告

論文審査委員会
委員長　久保 光徳

昨年度の採択論文は，論文 27 件，
論説５件，報告 11 件となり，うち，
和文誌へは 29 件，英文誌へは 14 件
となりました。ご投稿いただいた 103
件のうち，９件は残念ながら却下とさ
せていただきましたが，査読者各位か
らのコメント，投稿者各位からの回答
書を介しての学術的な意見交換が，さ
らなる研究発展につながるように心か
ら願っております。昨年度は，論文投
稿審査システムが電子化され２年目と
なり，論文投稿から審査，連絡，版下
原稿投稿まで電子化されました。しか
しながら，まだまだ多くの問題が未解
決のままでありますので，環境整備を
進め，より多くの会員各位からデザイ
ン学研究論文集にご寄稿いただけます
ように努力したいと考えております。
昨年度も多くの方々に論文審査のご協
力をお願い致しました。いつも無理な
お願いにもかかわらず，とても貴重な
ご意見，ご指摘をいただいております。
この場をお借りして深く感謝申し上げ
ます。下に昨年度投稿論文審査にご協
力いただいた方々のお名前を列挙させ
ていただきます。最後に，ご寄稿いた
だいた会員の皆様，ご審査にご協力い
ただいた皆様に重ねて御礼申し上げま
す。

記
（敬称略，順不同）
Ahmad Aziz Hafiz,  Chang Wei-

Chi, Chen Tien-li, Chiao Lin-Hao, Fan 
Chen-Hao, Fan Kuang-Yi, Fang Yu-
Min, Georgiev Georgi V, Hung Po-
Sung, Hwang Shyh-Huei, Lee Yishin, 
Li PeiYing, Paskevicius Algirdas, Peng 
Jui-Wen, Tsai Tung Jen, Tsai Wang-
Chin, Wang Hung-Hsiang, Zhang Jue, 
Zheng MengCong, 赤澤 智津子 , 秋山 
学 , 秋田 直繁 , 浅沼 尚 , 蘆澤 雄亮 , 阿
部 眞理 , 新井 竜治 , 石井 雅博 , 今泉 

博子 , 伊原 久裕 , 伊藤 孝紀 , 伊藤 裕之 , 
伊豆 裕一 , 岩城 達也 , 植田 憲 , 大鋸 
智 , 大島 直樹 , 岡崎 章 , 岡田 栄造 , 岡
田 明 , 尾方 義人 , 小川 直茂 , 面矢 慎
介 , 片山 めぐみ , 加藤 健郎 , 菊池 利彦 , 
北神 慎司 , 木村 敦 , 清須美 匡洋 , 桐谷 
佳惠 , 櫛 勝彦 , 工藤 芳彰 , 久保 光徳 , 
久保田 善明 , 小山 慎一 , 近藤 祐一郎 , 
境野 広志 , 坂田 勝亮 , 坂本 和子 , 佐々
木 尚孝 , 佐々木 良子 , 佐藤 公信 , 佐藤 
浩一郎 , 下村 義弘 , 白石 光昭 , 須長 正
治 , 杉野 幹人 , 杉本 美貴 , 鈴木 直人 , 
曽我部 春香 , 田中 吉史 , 田中 法博 , 田
中 隆充 , 玉田 真紀 , 陳 明石 , 寺内 文
雄 , 中西 美和 , 中本 和宏 , 永盛 祐介 , 
野口 尚孝 , 野田 勝二 , 萩原 将文 , 原田 
利宣 , 平尾 和洋 , 平田 一郎 , 前川 正実 , 
増成 和敏 , 松岡 由幸 , 三橋 俊雄 , 宮崎 
清 , 宮崎 大輔 , 森 亮太 , 柳澤 秀吉 , 山
岡 俊樹 , 山田 隆人 , 山本 早里 , 吉岡 
聖美 , 吉田 美穗子 , 羅 彩雲 , 李 俐慧 , 
劉 夢非

作品審査委員会　
委員長　小林 昭世 

2014 年度は、4 ０を越える作品論
文の御応募を頂きました。審査の結果
29 の作品論文を作品集２０号に所収
し、刊行することができました。作品
論文の審査にあたっては、前委員会の
もとで作成された、以下の規定に則り
審査をしました。
「作品論文とは、自らが参加したデ

ザインの成果物およびそのデザインプ
ロセスに関する省察を論述したもので
ある。すなわち、成果の具体的な内容
と目的、その造形性、先見性、独創性、
社会性などへの言及とともに、デザイ
ンプロセスの構成とそれを展開した行
為と思考の特性について論述され、そ
れらがデザイン学として価値ある知見
を含んでいるもの。また、萌芽的なデ
ザインであっても、成果物が先進性や
独創性に富み、デザインプロセスに関
する新しい探求や価値ある考察があ
り、その発展性が大いに期待できると
認められるもの。」

作品集２０号のために審査を引き受

けて頂いた皆様に御礼申し上げます。
専門審査員：伊豆裕一　井上征矢　

内山俊朗　小川俊二　笠井則幸　加藤
健郎　加藤三喜　黄ロビン　小林昭世
　小山登　佐々木美貴　佐藤浩一郎　
清水泰博　白石学　杉下哲　鈴木拓弥
　須永剛司　高野修治　滝本成人　土
田義郎　中島瑞季　永盛祐介　西岡仁
也　西川潔　生田目美紀 長谷高史　
橋田規子 橋本和幸 平松早苗　古堅真
彦　水津功　山内貴博　山田和弘　山
本早里　吉田惠介　梁元碩

2014 年度作品審査委員会では、審
査の他に、作品集の電子化対応、作品
集刊行日時の前倒し、作品論文の複数
回刊行、日本デザイン学会 web ペー
ジにおける作品論文広報などについて
検討いたしました。

2014 年度作品審査委員会　小林昭
世　高野修治　生田目美紀　橋田規子
　白石学　加藤健郎　永盛祐介　橋本
和幸

学会誌編集・出版委員会　
委員長　岡崎 章

H26 年度は，H28 年度を目途とし
た「論文集と作品集の完全電子化およ
び唯一の印刷体としての特集号のリ
ニューアル」を目標に，関係委員会の
協力のもと著作権の取り扱いを含む懸
案事項である「作品集の電子化」に関
する一連の作業が完了できました．

その結果，H27 年度初頭に H26 年
度の作品集の電子版が J-stage にて公
開されます．

特集号（年４冊）については，前年
度分 2 冊「実践するデザイナーたちの
デザイン知」（21 巻 3 号，通巻 83，担当：
須永剛司），「フィールドワーク再考」

（21 巻 4 号，通巻 84，担当：工藤芳
彰）と本年度分 2 冊「システムデザイ
ン方法」（22 巻 1 号，通巻 85，担当：
山岡俊樹），「視覚文化におけるデザイ
ン資源」（22 巻 2 号，通巻 86，担当：
井口壽乃）を発行しました．残る 2 冊

「エンターテインメントデザイン」（22
巻 3 号，通巻 87，担当：江口倫郎），「３
D プリントイノベーション」（22 巻 4
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号，通巻 88，担当：谷口俊平）につ
いては，H27 年度早々に発行予定です．

なお，昨年度の報告において「これ
からのプロダクトデザイン」（21 巻 4
号，通巻 84，担当：山崎和彦）を発
行と表記していましたが，諸事情によ
り取り止めとなり，本年度分として計
画していた「フィールドワーク再考」

（21 巻 4 号，通巻 84，担当：工藤芳彰）
を繰り上げるかたちとなりました．

会報につきましては，209 号を発行
しました．210，211 号は，上記した
H27 年度早々に発行予定の特集号とあ
わせてお届けします．

編集委員は，工藤芳彰，寺内文雄，
山田弘和，大島直樹（幹事），森山貴
之（幹事）でした．

研究推進委員会　
委員長　渡邉 誠

研究推進委員会では、会員のみなさ
まそして委員と幹事の協力を得、次の
活動を行いました。
①春季研究発表大会の「学生交流ワー
クショップ」：「デザインの行為と思
考：デザインの学生たちは何をどう学
んでいるのだろう？」をテーマにワー
クショプの企画立案と実施運営を行い
ました。約 30 人が参加者し、メンター
を交えたグループでの活発な議論と全
体発表をとおして学校をまたぐ学びの
機会をつくることができました。

学生交流ワークショップ会場風景

②秋季企画大会の「学生プロポジショ
ン」：10 月 25 日（土）東京造形大学
にて開催された秋季企画大会で「学生
プロポジション」の企画・運営を行い
ました。全国のデザインスクールから

多くの作品が出展され７つの優秀作品
が表彰されました。「学生交流ワーク
ショップ」と合わせて、学生の皆様の
参加に感謝します。

優秀作品賞受賞者

③研究部会の活性化：平成 25 年度よ
り各研究部会活動報告を大会総会資料
としてまとめ報告を行いました。
④平成 27 度春季研究発表大会に向け
てテーマセッション募集を行い、テー
マの選定を行いました。

企画委員会　総合企画
委員長　松岡 由幸

平成 26 年度の企画委員会総合企画
は，デザイン学における基盤研究の推
進を図るべく，以下を行いました． 

ま ず，7 月 4 日 か ら 6 日 に か け て
行われた本春季大会では，福井工業大
学の皆様のご尽力により，大会テーマ

「しあわせのデザイン」のもと，「50
年後のしあわせな暮らし」，「インター
フェースデザインの評価」，「演習課題
から探る” しあわせ” のデザイン」，お
よび「次世代デザインの枠組みをさぐ
る：行為の中で見出すデザインの実践」
という 4 つのテーマのオーガナイズド
セッションが行われました．

さらに，10 月 25 日（土）には，東
京造形大学にて，テーマ「グローバ
ル連携とデザイン教育」のもと，秋
季企画大会が行われました．Ulrich 
Schendzielorz 先 生 ( シ ュ ビ ー ビ ッ
シュ・ゲミュント造形大学教授）およ
び益田文和先生（東京造形大学教授）
による基調講演，玉田俊郎先生をモデ
レータとしたパネルディスカッション
など，闊達な議論が行われました．さ

らに，学生プロポジションでは 40 件
の展示作品・研究が集まり、盛況のう
ち終えることができました。

春季大会，秋季企画大会ともに多く
の方々にご尽力を賜りました．ここに，
新ためて感謝の意を表する次第です．

企画委員会　支部企画　
委員長　五十嵐 浩也

2014 年度も各支部によって、支部
活動は活発に行われました。

特に、学生も参加する研究会等が活
発に開催され、学会活動の活性化の一
翼を担っていると言えます。一方、今
期は支部企画として、稼働の活発化に
伴い増加している支部が発行する刊行
物等の位置づけ検討いたしました。

現在、継続検討中ですが、1）支部
刊行物の体裁や運用に関する指針や
フォーマットが必要であること、2）
どの項目をどのように決めるかを検討
すること、などが合意されています。

今後、学会の刊行物の名称検討など
の推移にも注意しつつ、継続して検討
し、決定する必要があります。

教育・資格委員会
委員長　古屋 繁

これまでの活動を継承し，「教育」
と「資格」について，３つの具体的な
施策を計画しました。
1）継続教育（CPD）
「継続教育」は，デザイン学会の特

徴を活かしたものであり，社会人に
とって価値ある具体的なプログラムの
コンテンツにはどんなものが考えられ
るかについて情報を収集しながら，講
演会を企画し，15 年度に実施する予
定です。

以下の２項については，目標だけで
具体的な活動はできませんでした。今
後の課題としていきたと考えていま
す。
2）デザイン実務者の成果発表媒体
3）資格制度「資格制度」は，「継続教
育」とも関連する事案ですが，継続し
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て JIDA との連携を深めていきます。
技術者教育認定機構（JABEE）につ

いては，専門職大学院における認証評
価を中心にその動向は注視してきまし
た。残念ながら，実際の認証評価の活
動に参画することはできませんでした
が，評価の議論に関する情報をいろい
ろ入手することができました。

広報委員会
委員長　岡本 誠

広報委員会の役目は、広報活動を
通じて、学会と社会をつなぎ、更に
学会員同士の交流を促進することで
す。本年度は、１）学会ホームページ
のリニューアル、２）現状の学会ホー
ムページやメーリングリストの運営、
３）学会の魅力を伝える広報資料の検
討、４）協賛・広報活動を通じた関連
学会との連携強化に取り組みました。
１）学会ホームページのリニューアル
では、デザイン学会の独自性のアピー
ルやホームページの表現力の向上を念
頭にリニューアルを進めました。トッ
プページは、作品集の作品写真や論文
集の目次を提示するように工夫しまし
た。ホームページ内の各コンテンツ
は、従来通りに支部会、研究部会、委
員会等でご利用頂けるよう設計してお
りますので、積極的な活用をお願いい
たします。ホームページのメンテナン
スは継続して行いますので、ご意見等
ありましたら学会事務局までご連絡く
ださい。３）学会の魅力を伝える広報
資料の検討では、デザイン学会の活動
をアピールする広報資料を検討しまし
た。次年度にこの資料を制作する計画
です。

財務委員会
委員長　生田目 美紀

学会財務の健全な運用を行うための
活動方針を主に以下の二つの問題に
絞って活動した。
(1) 学生会員から正会員への移行、 不
明学生会員を減少させるための方策の

検討。
(2) 学会の法人化を視野に入れた財務
計画の立案。

(1) に関しては、学会全体としての
会員数の増加につながる手立てについ
て、他の委員会と連携しながら積極的
に打ち出すことで同意を得た。

(2) に関しては、学会誌編集出版委
員会、本部事務局と連携しながら、概
要集、研究誌，作品集の電子化に伴う
収支のバランスのシミュレーションを
行い、財務計画立案への基盤整備を
行った。

市販図書企画・編集委員会
委員長　蓮見 孝

昨年度は，春季大会（福井工業大学）
および秋季企画大会（東京造形大学）
の場をお借りし，2 回の委員会を実施
いたしました． 

7 月 5 日には，福井工業大学にて，
市販図書出版に関する課題や様々な意
見交換を行い，委員会として対応の可
能性を議論しました．

10 月 25 日（土）においては，東京
造形大学にて，デザイン理論・方法論
研究部会の活動からスタートした『デ
ザイン科学事典』の編纂に関する議論
を行いました．山中会長や編集委員と
の合同により，事典に掲載する内容の
議論を行い，その共有化を図ることが
できました．

法人化特別対策委員会
委員長　國澤 好衛

本委員会は昨年度から新たに設置さ
れた時限付きの法人化のための特別委
員会です。

昨年度は、理事会にて法人化へ移行
した場合のメリット・デメリットにつ
いて幾度の議論を重ね、理事会におい
ては、法人化に移行する方向で、ほぼ
まとまりつつあります。

ただ法人化は、学会にとって非常に
重要な組織変更であり、会員の方のご
理解、ご意見の徴収が必須であるため、

チラシによる告知、意見徴収のための
サイトを設けました。

また第 62 回の総会にて、法人化に
ついて会員の方に説明を行い、ご意見
を頂く予定です。

事務的な準備につきましても、定款
案を作成を行ったり、移行時、移行後
の経理処理について専門家にご相談し
たり、着々と準備を進めております。

しかし、まだ議論すべき、決定すべ
きことはたくさんあります。今後も多
くの方々からのアドバイスを頂きなが
ら、進めて参りたいと思います。

平成２６年度 
春季研究発表大会実行委員会

実行委員長　池田 岳史

平成 26 年度の第 61 回春季研究発
表大会は，2014 年 7 月 4 日（金）か
ら 6 日（日）まで，“しあわせのデザ
イン” をテーマとし，福井県福井市の
学校法人金井学園 福井工業大学 福井
キャンパス（7/5,6），同市 AOSSA 福
井県県民ホール（7/4）を会場に福井
工業大学の共催で開催されました。本
研究発表大会は会員を中心に 523 名
の参加があり，大変盛会に開催するこ
とが出来ました。

本大会のテーマである「しあわせの
デザイン」は，都道府県別幸福度ラン
キング 1 位の福井県での開催といった
背景とともに，デザインは，しあわせ，
幸福，よろこび，楽しさ，Happiness
を求める人間の行動と深くかかわって
いることを再認識する意味もありま
す。

基調講演では，慶應義塾大学大学院 
前野隆司教授をお招きし，「しあわせ
のメカニズムとデザイン」というテー
マでお話しいただき，続く特別講演で
は，iki design company 代表の谷 俵太

（越前屋 俵太）氏に，「面白いをデザ
インする」をテーマにご講演いただき
ました。
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基調講演　前野隆司	教授

特別講演　谷	俵太氏

オーガナイズドセッションは，「50
年後のしあわせな暮らし」，「インタ
フェースデザインの評価」，「演習課題
から探る “しあわせ” のデザイン」，「次
世代デザインの枠組みをさぐる：行為
の中で見いだすデザインの実践」の 4
つのテーマでセッションが設けられま
した。

オーガナイズドセッションＤ

本大会での研究発表 290 件の内口頭
発表は 174 件であり，各分野と 10 の
テーマセッションにおいて会員の研究
成果が発表されました。ポスター発表
は例年を大きく上回る 116 件の発表
があり，2 日間に分けて発表されまし
た。また学生交流ワークショップは，

「デザインの行為と思考：デザインの
学生たちは何をどう学んでいるのだろ
う？」をテーマに実施されました。

企業展示には，地元福井県内の 7 企
業・団体を含む，合計 13 の企業・団
体に出展いただくとともに，福井県内

情報を提供するおもてなしブース，県
内の特産品を扱うお土産ブースを設け
ました。

大会初日夕方からのエクスカーショ
ン は， 貸 し 切 り 電 車 で の 飲 食， 足
湯，屋台村を楽しむ「えちぜん鉄道ツ
アー」，桂 蝶六師匠によるデザイン学
会会員限定の「きたまえ亭落語会」を
企画しました。また 2 日目夜の懇親会
は 175 人のご参加をいただき，盛大
に催されました。大会実行委員会では

「しあわせ」の一つとして，大会にご
参加いただく皆様に，豊かな福井の食
材を楽しんでいただきたいと考え，福
井産，福井ゆかりの料理を提供させて
いただきました。更に福井県酒造組合
よりご提供いただいた，12 蔵元，47
銘柄，87 本の日本酒を皆様にお楽し
みいただきました。

大会の運営については，大会カラー
の使用を徹底しましたが，特に会場サ
イン，スタッフのネクタイによる識別，
学生スタッフによるオペレーション等
について，多くの参加者から高い評価
を得ることができました。

本大会では，「しあわせのデザイン」
をテーマに，数多くの講演，発表，討
論が行われました。生活文化の向上と
産業の発展に関わるデザインは，これ
からも社会のさまざまな課題に向き
合っていくことになり，この機会にあ
らためて，現在そして未来のしあわせ
のかたちを考えることができたのでは
ないでしょうか。

ポスター発表

平成 26年度秋季企画大会

実行委員長　玉田俊郎

去 る 2014 年 10 月 25 日、 日 本 デ
ザイン学会秋季企画大会が東京造形大

学を会場に開催されました。企画テー
マは「グローバル連携とデザイン教育」
です。一般的にグローバルという言葉
は広く認知されていますが、国内教育
分野では馴染みのある言葉ではありま
せん。

一方、ヨーロッパ、とくに EU 圏で
はグローバルという言葉の使用の有無
はともかく実質的な教育のグローバル
化が進んでいます。EU 域内での大学
の交換留学はセメスター毎に自国以外
の大学で学ぶことはほぼ義務化されて
います。

こ れ は エ ラ ス ム ス 計 画（The 
European Community Action Scheme 
for the Mobility of University Students 
: ERASMUS）は、大学間交流協定等に
よる共同教育プログラム（ICPs：Inter-
University Co-operation Programmes）
で各種の人材養成計画、科学・技術分
野におけるＥＵ加盟国間の人物交流協
力計画を指します。

エラスムス計画の提案は、１９８５
年１２月、当時のＥＣ委員会より閣僚
理事会に提出された計画書に始まり、
１９８７年６月１５日正式決定され、
パイロット・プログラムが開始されま
した。

アート・デザイン分野の教育ではエ
ラスムス計画を起点として Cumulus

（国際的美術・デザイン・メディア連
合が１９９０年結成され、ヨーロッパ
からアジア、アメリカと広がりを見せ、
２０１４年で４８カ国、２１１の教育
機関が加盟しています。

背景には美術・デザイン分野の世界
的な広がりとともに、社会のさまざま
な分野への積極的なコミットや国際的
な連携を通して、DESIS に見られるよ
うな国際課題を共同して取り組む機運
が高まっていることがあります。

日本デザイン学会企画大会では上
記 の 観 点 か ら、 基 調 講 演 者 と し て
Cumulus 理 事 の Ulrich Schendzieloz
教授を招き、Cumulus の活動や展開、
将来展望を語って頂ました。また、
Cumulus が国際連携で取組んでいる
DESIS の考え方、活動について東京造
形大学、益田文和教授が基調報告を行
いました。
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基調講演、基調報告の後、圓山 憲子
先生［武蔵野美術大学、国際センター
長］樋口 孝之先生［千葉大学］益田 
文和先生［東京造形大学］モデレータ
｜玉田 俊郎［東京造形大学］でパネ
ルディスカッションを行いました。こ
の中で、それぞれの大学に取組んでい
る事例紹介とディスカッションが行わ
れました。日本における美術・デザイ
ンのグローバル連携は制度やカリキュ
ラム、アドミニストレーションの機能
強化、学生の資質向上、など多くの課
題があるがグローバル教育の推進と連
携は今後ますます必要となってくるこ
とは確実であり、更なる情報交換と各
大学での取組みが求められるとの共通
認識を持ちました。

また、学生プロポジション展覧会［全
国のデザイン学生作品］を東京造形大
学、ZOKEI ギャラリーで行い、活発な
発表と質疑応答がなされました。その
他、ZOKEI 教育展 ―ZOKEI DESIGN 社
会への照準―〈東京造形大学附属美術
館〉を開催しました。

●大会プログラム
9:30-10:00　開会挨拶、学会賞授与な
ど
10:00-11:00　 基 調 講 演 ｜ Ulrich 
Schendzieloz［シュビービッシュ・ゲ
ミュント造形大学教授］

「グローバル連携とデザイン教育 ― 
Cumulus の活動と展開 ―」
※ Cumulus：国際的美術・デザイン・
メディア大学連合
11:00-12:00　基調報告｜益田 文和

［東京造形大学教授］
「DESIS の活動と展開 ―ソーシャルデ
ザイン＋サステナブルデザイン―」
※ DESIS［デスィズ］とは、デザイン
に関する教育プログラム、デザインラ
ボ間のネットワーク。DESIS は UNEP

［国連環境計画］の支援を受けた活動。
昼 食〈学 食〉
12:00-14:30　 学 生 プ ロ ポ ジ シ ョ ン
展覧会［全国のデザイン学生作品］

〈ZOKEI ギャラリー〉
ZOKEI 教育展 ―ZOKEI DESIGN 社会へ
の照準―〈東京造形大学附属美術館〉
14:50-16:50　パネルディスカッショ

ン
テーマ｜グローバル連携とデザイン教
育 ―その取組みと展開―
パネラー｜ Matthias Held［シュビー
ビッシュ・ゲミュント造形大学］，圓
山 憲子［武蔵野美術大学、国際セン
ター長］， 樋口 孝之［千葉大学］，益田 
文和［東京造形大学］
モデレータ｜玉田 俊郎［東京造形大
学］
16:50-17:00　閉会挨拶
17:15-18:45　交流会〈CS プラザ〉
＊ なお、本文エラスム計画と表記に
つきまして文科 HP：www.mext.go.jp/
b_menu/shingi/chukyo/ を参考としま
した。

学生プロポジション展覧会会場

学会各賞選考委員会担当

担当理事　松岡 由幸

昨年度の学会各賞選考結果を，ご報
告いたします．
＜年間論文賞＞
・工藤真生，山本早里：「ユニバーサル
に配慮したピクトグラムの諸条件に関
する研究－知的障害に着目して」
＜特別賞＞
・丸谷彰：40 数年に亘り地域環境デザ
インやエディトリアルデザインの教育
研究実践に寄与した特段の功績に対し
て．
 ＜功労賞＞

以下の２名の先生方が授賞されまし
た．
・野口尚考
・高橋靖

なお，昨年度の度学会各賞選考委員
会の構成は，以下の通りです．
委員長：青木弘行

委員：清水泰博，庄子晃子，杉山和雄，
原田昭，松岡由幸，宮崎清，宮内悊，
森典彦

Design シンポジウム担当　
担当理事　松岡 由幸

Design シンポジウムは，日本のデザ
イン・設計に関する学会の共催により，
２年に一度開催されています．現在は，
当学会に加え，日本建築学会，日本機
械学会，日本設計工学会，精密工学会，
人工知能学会の６学会が共同で運用し
ています．

平成 26 年度は，日本設計工学会が
幹事学会として，東京大学生産技術研
究所にて，11 月 11 日（火）から 13
日（木）の日程で開催されました．一
般講演，特別講演，および Design シ
ンポジウムのこれまでとこれからを議
論する 10 周年パネルディスカッショ
ンなどを行われ，当学会からも多くの
会員が参加し，デザイン・設計に関わ
る他学会との連携を深めていきまし
た．

ＩＡＳＤＲ担当　
担当理事　山中 敏正

IASDR の 2013 年 大 会 を 終 え、
2015 年のブリスベーン大会に向けて
の準備を進める年であった。

5 月 13 日にオンラインで理事会を
開催し、日本側からの理事として杉山
和雄元日本デザイン学会会長に代わ
り渡邊誠副会長を推薦し、了承され
た。会長の方針、財務状況などを確認
した上で、組織の大きな改変として、
Cumulus と協力する方向性について審
議し、了承した。9 月に南アメリカで
開催された Cumulus の年次大会に会
長・事務局長が出席し、Cumulus と 
IASDR の間の包括的協力関係が結ばれ
ることとなった。Cumulus は研究組織
ではないが，IASDR 活動の広報や参加
の呼びかけなどを協力して推進するこ
ととし，関係会員のための参加費の減
額などの措置について双方で検討する
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ことになったが、IASDR はこれまでも
会員参加費を設定しておらず、今後の
検討課題に留まっている。

また、2017 年大会の開催地につい
ても議論し、これまでどおり公募する
ことを決定した。

日本学術会議　
第一部／人文・社会科学 
藝術学関連学会連合

担当理事　小林 昭世

日本学術会議第１部傘下の藝術学関
連学会連合（日本デザイン学会を含
む 15 学会により構成）では、シンポ
ジウムの開催を主要な事業としていま
す。2014 年度は、第９回公開シンポ
ジウムを、東京国立近代美術館講堂に
て「藝術の腐葉土としてのダークサイ
ド」をテーマに６月７日に開催いたし
ました。

本テーマは広島芸術学会からの提案
で、暗部に焦点をあてて芸術を考える
という主旨でした。「九相図」や瞽女（ご
ぜ）、戦災という広島、震災の東北等、
社会の暗部と負の文化遺産などが、現
代の文明を彩り培う影として寄り添っ
ていることを示そうとするものでし
た。このシンポジウム開催以降、清水
泰博理事から担当を引き継ぎました。

横断型基幹科学技術 
研究団体連合

　担当理事　松岡 由幸

横幹連合は 2003 年に創設され，新
たな横幹型科学の構築に向け，それに
共感する学会が会員となる学会のため
の学会です．

当学会からは，松岡が理事として参
画しており，雑誌「横幹」の企画編集
やシンポジウムのテーマセッション企
画などを行ってきました．　

昨年度も，11 月に総合シンポジウ
ム（東京大学）が行われるとともに，
4 回の横幹技術フォーラムが実施され
るなど，活発な議論が行われました．

日本工学会　
担当理事　國澤 好衛

工学系の学協会の連合組織である公
益社団法人日本工学会は、加盟する学
協会が抱える共通的な課題を議論する
場として機能しています。本学会で
は、学協会の運営事務に関わる「事務
研究委員会」および各学協会の取り扱
う技術分野の継続教育の推進に関わる

「CPD 協議会」に参加しています。そ
のなかで、現在は、公益法人制度改革
に伴う新公益法人への移行、学協会運
営のための会計・税務、役員選挙等に
おける電子投票制度の可能性、学協会
の情報セキュリティへの取り組みや継
続教育の制度化等を議論しています。
その内容については、一部を理事会，
評議員会で報告していますが、今後も
情報収集につとめ、本学会の運営改善
につなげて行きたいと思います。

第１支部
支部長　両角 清隆

第 1 支部の 2014 年度の主な活動は
2 つであった。

第 1 支部では学生の活動の支援を、
主な活動の一つと考えている。具体的
な活動の可能性について検討したとこ
ろ、支部幹事から提案されたソフト
ウェアの学習会に対して、第 1 支部が
協賛・補助し、関心のある学生が参加
しやすい環境を作る提案がなされた。
提案に基づき、9 月 26 日・27 日に開
催された「Rhinoceros + grasshopper」
についての WS（東北芸術工科大学を
会場）に対して補助を行った。東北芸
術工科大学のほか、東北工業大学、は
こだて未来大学、宮城大学、東北大学
などから学生が参加し、成功裏に終了
した。

2 点 目 は、2 年 に 1 度 開 催 し て い
る支部大会について、6 月の春季大
会において幹事会を開催し検討した。
2015 年 9 月に東北芸術工科大学（山
形）で第 6 回第 1 支部大会を開催する
ことを決定し、内容を詰めていくこと

になった。地理的になかなか交流の難
しい学生の交流を、一緒に学べる WS
形式で検討することにした。また、多
くの大学の教員に実行委員として参加
してもらい、参加大学を増やす工夫を
することにした。

第２支部
支部長　五十嵐 浩也

第２支部は、昨年度計画において、
活動の基本方針として産学連携をあ
げ、その計画・実行に取り組みました。

JIDA、JDP と連携して教育・研究者，
学生と現場のデザイナーとの意見交換
の場を設ける、また研究推進委員会と
連携し、セミナーを開催するなどいく
つかの計画は立案しましたが、実現に
は至っておりません。

第２支部の規模の大きさ、会員の多
様性からも、乗り越えるべき障壁は多
いのですが、来年度はなんとか実現に
向けて活動して参りたいと思います。

第３支部
支部長　國本 桂史

第３支部では、会員交流と活動の活
性化に加え、平成 26 年度は学生会員
の拡大も目標として、下記の事業を実
施しました。
1．第３支部研究発表会・懇親会

目的：第３支部会員のデザイン活動・
研究内容を発表会を通じて相互に知り
合い、交流会を通して交流を深めると
ともに、学生に学会発表の機会を提供
すること。
日時：平成 27 年 3 月 21 日（土・祝）
午前 11 時 ～ 午後６時 45 分
内容：口頭発表、ポスター発表、表彰、
懇親会
会場：名古屋市立大学病院（愛知県名
古屋市瑞穂区瑞穂町川澄１）
参加：33 名（会員 10 名、非会員 8 名、
学生 15 名）
発表：22 件（口頭 17 件、ポスター 5 件）
概要：10 回目となる本研究発表会は、
名古屋市立大学病院中央診療棟・病棟
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の会議室２部屋が会場となりました。
口頭発表にオーガナイズドセッショ

ン ( ヘルスケア＆メディカルデザイン )
を設け、5 件の発表がありました。一
方、ポスター発表は例年の懇親会中の
実施ではなく、口頭発表のセッション
後に行いました。参加者が集中して聴
ける場を整えたことで、活発な議論が
行え、また実機による発表もあり、活
気ある質疑応答が行われました。懇親
会では、若手研究者を奨励するために、
前々回から実施の優秀発表賞制度に基
づいて、学生発表者から 3 名（口頭発
表 2 件、ポスター発表 1 件）を表彰
しました。また、名古屋市立大学病院
中央部門の医療デザイン研究センター

（センター長：國本桂史）の見学説明
会も開催し、存在意義や体制、研究開
発の事例等が、センター長から紹介・
説明されました。

なお、研究発表会の各概要は、ISSN
を取得した第 3 支部研究発表会概要集
に収録され （ISSN 2188-479X）、国立
国会図書館に収蔵されています。優秀
発表賞受賞者は以下の 3 名です。
■鶴見慎吾（名古屋市立大学）「医療・
看護領域における移動装置のデザイン
設計要件に関する研究」
■楠本真弘（同志社大学）「小型・超
軽量・高均斉度特性を持つ反射型タス
クライトの提案」
■白江 文（福井工業大学）

「Hassist 握力障がい者のためのロボッ
トカトラリー」
2．日本デザイン学会奨励賞第３支部

第３支部では、支部会員のデザイン
活動や研究活動の発表の場として研究
発表会を開催し、会員間の交流を促進
しています。これまでの研究発表会に
おいても、学生の優秀な研究や制作の
成果が発表されてきました。

これまでの成果、日本デザイン学会
の学生会員制度を踏まえ、支部幹事会
は、学部生、大学院生のデザイン活動、
研究活動の評価のための学生表彰制度
と、学生間交流の活発化を目的とした
学生会を順次スタートさせてきまし
た。特に表彰制度については、各所属
機関（大学、大学院、短期大学）にお
いて優秀な研究、制作活動を行った学

部生、大学院生を対象とした奨励賞を
設定し、第３支部研究発表会での優秀
発表学生に対する表彰とともに、一昨
年度よりスタートさせました。

奨励賞受賞者は以下の 12 名です。
■畠中勇樹（福井工業大学大学院工学
研究科）

「病院における参加型アート & デザイ
ンの効果」
■塚田健太郎（福井工業大学工学部）

「Ｗｈｉｓｋ　水田初期除草ロボット
モビリティ」
■柿澤佑輔（名古屋学芸大学メディア
造形学部）

「Polygom」
■尾方美波（名古屋学芸大学メディア
造形学部）

「Sakura Shelter」
■木全麻子（愛知産業大学造形学部）

「現代人のための安らぐ空間及びモノ
の研究・制作／ Petal」
■坂井美咲（金城学院大学生活環境学
部）

「MANEKINEKO　～ラッキーゴッド」
■石井彩華（椙山女学園大学生活科学
部）

「心理評価と体圧分布を用いた複合
クッション材の座り心地予測に関する
研究」
■大島佳奈 （椙山女学園大学生活科学
部）

「タルト専用包丁の研究」
■白柳爛（長野大学企業情報学部）

「地域資源としての温泉と病院に関す
る研究」
■滝沢啓（長野大学企業情報学部）

「信州の文化を用いた粉末飲料「茶の
実」の提案」
■鶴見慎吾（名古屋市立大学大学院芸
術工学研究科）

「医療・看護領域における移動装置の
デザイン設計要件に関する研究」
■野村綾菜（名古屋市立大学大学院芸
術工学研究科）「新しく使いやすい電
気メスのデザイン設計要件に関する研
究」

第４支部
前支部長　益岡 了

１） 日 本 デ ザ イ ン 学 会 第 4 支 部 イ
ンタラクションデザイン研究会の一
環として , アルス・エレクトロニカ

（ArsElectronica）2014 や 文 化 庁 メ
ディア芸術祭（2015）で受賞された
五島一浩会員を講師に招き，2014 年
11 月 20 日（木）京都工芸繊維大学
3 号館 1 階 0311 号教室において，メ
ディアアートの現在・未来について講
演会を催しました．それに伴い作品展
示を 2014 年 11 月 21 日（金）～ 11
月 27 日（木）の期間，京都工芸繊維
大学プラザ KIT で実施しました . これ
らの開催に当たっては，京都工芸繊維
大学櫛勝彦会員の全面的な支援を頂い
ています．

なお同時開催イベントとして，日本
デザイン学会情報デザイン研究部会の
研究会を第 4 支部との共催で，五島会
員の作品事例・技術紹介と交流会を，
11 月 21 日（ 金 ）17：30 ～ 20：00
ソフトディバイス .Lab において行い
ました．この開催に当たっては（株）
ソフトディバイス八田晃（代表取締役）
会員，野々山正章会員の手厚い協力を
得ました．以上の行事を通じて，映像
デザインやインタラクションデザイン
領域の可能性の理解や第 4 支部内の専
門家や学生の交流が実現出来ました．
２） 第 4 支 部 は，2014 年 12 月 13
日（土）岡山県立大学で行われた「平
成 26 年度日本人間工学会中国・四国
支部，関西支部合同大会」を共催し，
実行委員会に参画しその開催に協力し
ました．当大会では「日本人間工学会
アーゴデザイン部会・ビッグデータ人
間工学研究部会合同シンポジウム開催
　ユーザ情報を還元活用するユニバー
サルデザイン」の講演・パネリストを
岡田明第 4 支部副支部長が務め，さら
に多くの日本デザイン学会会員が参加
し，当該分野の様々な研究・先端事例
に触れ，交流する機会を得ました．
３）日本デザイン学会第 4 支部研究発
表会を , 平成 27 年 2 月 8 日 ( 日 ), 大
阪工業大学うめきたナレッジセンター
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にて開催し , 以下の口頭発表と研究交
流会を，山中敏正デザイン学会会長の
出席のもと実施しました . 当日の発表
などのスケジュールは下記の通りで,口
答発表 11 件 , 対話発表 1 件の発表が
行われました .

会場風景

会場風景

１，四支部研究発表会開会挨拶（益岡
　了支部長）
２，口答発表第 1 セッション　10:55-
11:40（司会：赤井　愛）
01 益岡　了「PC オーディオデザイ
ンの提案　– 非直方体エンクロージャ
と複合バッフル」
 （岡山県立大学デザイン学部）
02 谷本　尚子「明治期の初等教育と
毛筆画　–『小学日本画初歩』につい
て -」
 （京都市立芸術大学美術学部）
03 吉田美穗子「分数多角形と対数螺
旋のフォルム」
 （梅花女子大学） 
３，口答発表第 2 セッション 
13:00-14:00（司会：谷本　尚子）
04 中原　嘉之「折紙の展開機構を利
用した部分剛接合骨組による展開構
造」
 （岡山県立大学デザイン学部）
05 井上　勝雄「順序選好を用いた製
品デザイン調査手法の提案」
 （広島国際大学）
06 益田　雄司「タッチパネル操作時

の触覚フィードバックに関する研究」
 （京都工芸繊維大学大学院）
07 青山　英樹「視覚シミュレーショ
ンに基づく高齢者用スマートフォン画
面デザイン」
 （慶應義塾大学理工学部）
●口答発表第 3 セッション 
14:15-15:15（司会：益岡　了）
08 坂田　紘一「盲導犬とユーザーの
快適な歩行の実現に関する研究
 その 1　楕円型ハーネスの形態最
適化」
 （大阪工業大学工学部）
09 佐野　大貴『盲導犬とユーザーの
快適な歩行の実現に関する研究
 その 2　楕円形ハーネスのグリッ
プに必要な要素」
 （大阪工業大学大学院）
10 上野　志歩「盲導犬とユーザーの
快適な歩行の実現に関する研究
 その 3 階層分析法に基づく
ハーネスグリップ形状の検討」
 （大阪工業大学大学院）
11 木村　元彦「大阪工業大学環境教
育セミナーハウス「源流分校」サイン
計画」
 （大阪工業大学工学部） 

●対話発表   　
1530-
P01 千田　有佳里「画面デザインに対
する GUI チェックリストの活用」
 （京都女子大学家政学部）

第５支部
支部長　井上 貢一

平成 26 年度、第５支部では、「学生
デザイン展」と「研究発表会・懇親会」
の２つの事業を実施しました。結果を
以下のとおりご報告します。
1. 第 6 回九州沖縄地区　学生デザイン
展

閉会式風景

会場 ： 九州芸文館　大交流室、アネッ
クスギャラリー
　　　福岡県筑後市大字津島 1131
日 程 ： 平 成 26 年 6 月 18 日 ( 水 ) ～
28 日 ( 土 )　
共催 ： NPO 法人芸術の森デザイン会
議、九州芸文館

平成 26 年度は、福岡県に新設され
た芸術文化の交流拠点「九州芸文館」
のご好意により、会場費減免での開催
となりました。

九州新幹線筑後船小屋駅に隣接する
会場で、期間はこれまでより長い 11
日間。デザイン学会会員の教育の成果
である学生デザイン作品が九州の各地
から計 70 点。一般来場者も 673 名と
良好。地域の多くの方々にデザインの
裾野の広さを伝え ることができまし
た。
2. 平成 26 年度 日本デザイン学会第５
支部 研究発表会・懇親会
会場 ： 九州産業大学 15 号館（芸術学
部棟）
　　　福岡県福岡市東区松香台 2-3-1
日程 ： 平成 26 年 10 月 18 日（土）

平成 26 年度は九州産業大学が会場
となり、発表 39 件、参加者 63 名で
の開催とな りました。

概要集の電子化をはじめて、最初の
研究発表会となりましたが、当日会場
でのネットワークや USB メモリーに
よる PDF の配布を行ったことで大き
なトラブルもなく、無事に会を終える
ことができました。

本部事務局
前本部事務局長　小野 健太

平成 26 年度末の会員数は、正会員
1,467 名、学生会員数 245 名、賛助会
員数 31 件、年間購読会員 59 件です。
正会員と学生会員を合わせた会員数は
1,712 名で、昨年の同時期（1,718 名）
と比較して 6 名の減少となりました。

学生会員制度の発足以来、学生会員
の手続きが懸案となっています。学生
会員で年度末の更新や卒業後の移行手
続きを行わない会員が多く、事務局に
よる会員資格の確認や会費の督促に関
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する作業負担が大きくなっています。
入会時の案内に更新などの手続きにつ
いて明記するなどの対策を行ってきま
したが、今後に向けて、より円滑な更
新手続きが行われるようにするための
措置が必要です。

学会誌の完全電子化に向けて、学会
誌編集・出版委員会、財務委員会と連
携し、財政的、事務手続きにどのよう
な問題が生じるかシミュレーションを
行いながら、様々な議論を行って参り
ました。また法人化問題についても、
法人化対策特別委員会と連携しなが
ら、制度上、事務手続き上の問題点を
挙げながら、様々な議論を行って参り
ました。

どちらも大きな変更となりますが、
よりスムーズな実現に向けて、引き続
き、検討・実行して行きたいと思いま
す。

教育部会
主査　金子 武志

2014 年度（平成 26 年度）テーマ：「ま
なびのかたち、おしえのかたち」

デザイン分野に限らず、時代ととも
に学生の気質も変わり、教育現場の考
え方や授業の内容・スタイルも社会の
ニーズに即応しながらこれまで色々と
変ってきた。また現在は幼稚園から大
学院までの教育機関に限らず、地域の
コミュニティー、美術館主催のアート
プロジェクト、ネットを利用した通信
講座など、教え伝える方法も学ぶため
の手段も多様化している。そこには時
代とともに変っていくかたちと、いつ
までも変らない何か、があるに違いな
い。今回はその辺りに触れるため、こ
れまでの既成のデザイン教育から離れ
た観点で数名の方々に発表していただ
いた。３回実施したデザイン教育研究
会では今後に向けた色々な可能性を参
加者と共に探り、さまざまな意識交流
を計ることができた。
第 １ 回　 平 成 26 年 9 月 19 日（ 金 ）
18:00~20:00
会　場：日本大学芸術学部（練馬区江
古田）

参加者：約 25 名
講　師：細谷誠（日本大学芸術学部デ
ザイン学科准教授）
テーマ：「まなびのかたち、おしえの
かたち」
概　要：日本大学芸術学部デザイン学
科インタラクティブデザイン分野が取
り組んでいる新しいデザイン教育の実
験（①～③）を発表。今回は実際に学
生と行っているワークショップを研究
会参加者に体験してもらいながらの研
究会となった。
デザイン教育の実験：
①新しい「まなびのかたち、おしえの
かたち」自体を考える「アート教育」
の授業。
②観察・共感・本質から導かれるデザ
インや新しいデザインプロセスを実践
する「インタラクションデザイン」の
授業。
③授業外のプロジェクト（ネットワー
ク配信による「ものづくり」授業の運
営など）

第 1回研究会の様子

第２回　平成 26 年 11 月 21 日（金）
18:00~20:00
テーマ：「自然との共生：持続可能な
まなびのかたち　～アート、デザイン
は何が出来るのか」
会　場：女子美術大学杉並キャンパス

（杉並区和田）
参加者：約 20 名
講　師：おおくにあきこ／浜尾和徳

（NPO 法人 Wall Art Project 総括ディ
レクター／ディレクター兼コーディ
ネーター）
概　 要：2009 年 か ら イ ン ド 農 村 部
３カ所、国内数カ所で展開してきた
ウォールアートプロジェクトは地元の
人々と恊働しアートプロジェクトを展

開することでアートの力を人々に伝え
てきた。このプロジェクトには国内の
多くの学生達が教育機関の垣根を越え
て参加し、自由性、平等性、人と人を
繋ぐ力など、アートは沢山の力を持っ
ていることをアーティストと共有して
きた。そこにはこれまでの教育機関で
はなかった「まなびのかたち、おしえ
のかたち」が存在するのではないだろ
うか。ウォールアートプロジェクトの
これまでの実践・活動を紹介すると共
に、新しい試みについて参加者それぞ
れと対話する時間を持つことが出来
た。

第２回研究会の様子

第 ３ 回　 平 成 27 年 3 月 13 日（ 金 ）

18:00~20:00

テーマ：「まなびのかたち、おしえの
かたち」座談会：～私の受けた教育～
会　場：日本デザイン専門学校（渋谷
区千駄ヶ谷）
参加者：約 15 名
進　行：金子武志（日本デザイン専門
学校教授／ものデザイン学科主任　　
教育部会主査）
概　要：年度テーマ「まなびのかたち、
おしえのかたち」のまとめとして出席
者との座談会を行った。まず教育部会
のメンバーを中心に「私の受けた教育」
についてのエッセイ（1000~1500 字
程度）を事前に執筆していただき配布
資料とした。研究会当日はその資料を
利用しながら出席者それぞれの「まな
びのかたち、おしえのかたち」の体験
談を披露してもらい参加者全体でシェ
アした。
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第３回研究会の様子

家具・木工部会
主査　阿部 眞理

平成 26 年度の家具・木工研究部会
の主な活動は以下の４件である。
1. 研究部会総会の開催

総会は，第 61 回日本デザイン学会
春季研究発表大会の開催にあわせて実
施した。各部会員の諸々の都合により
出席者は少なかったが，新入会員の参
加もあり，今期の活動内容を審議し，
決定した。
2. 家具・木工研究部会主催テーマセッ
ション「伝統的資源と現在学」の実施

第 61 回日本デザイン学会春季研究
発表大会において，テーマセッショ
ン「伝統的資源と現在学」を実施した。
発表件数は５件であった。
3. 研究部会誌「家具・木工通信」の発
行

研究部会誌「家具・木工通信」の第
59 号を平成 27 年 3 月に発行した。
4. 家具・木工関連情報の配信

家具・木工に関連したセミナーおよ
び研究会，展示会等の案内を会員へ向
けて配信した。

プロダクトデザイン研究部会
主査　山崎和彦

本年度の主な活動は、１）プロダク
トデザイン研究部会の開催、２）関
連団体 ( 日本インダストリアルデザイ
ナー協会、人間中心設計機構等 ) との
イベントの開催、３) プロダクトデザ
イン研究に関連する情報発信 ( 日本デ
ザイン学会 Web サイト、プロダクト

デザイン研究部会 Facebook 等 ) など
の活動でした。7 月 5 日（土）に開催
したプロダクトデザイン研究会では、

「ソシオデザイン」蓮見孝（札幌市立
大学）「プロダクトデザインの基礎の
本」、佐藤弘喜（千葉工業大学）「品質
とプロダクトデザイン」塚原肇（実践
女子大）、「キッズデザインのための活
動」金井宏水（株式会社 TDC）、「企業
におけるデザイン思考の活用」山崎和
彦（千葉工業大学）の講演でディスカッ
ションを実施しました。

環境デザイン部会
主査　山田弘和

環境デザイン部会では、2011 年の
3.11 大震災以来、「安心安全～震災後
の環境デザイン」、「残すべきものとは」
をテーマに継続的な活動を行ってきま
した。

平成 26 年度も、震災後というキー
ワードを継承発展させて、大会テーマ
とも重なる「50 年後のしあわせな暮
らし」をテーマに、第 61 回春季大会
にてオーガナイズドセッションを行い
ました。モデレーターを清水泰博氏と
して、３名のパネラーが発表を行いま
した。部会の山田弘和はプロダクトデ
ザインの視点から、オープン型のデジ
タル・ファブリケーションを例とす
る、新たなモノづくりの仕組みによる
共生と自立に向かう環境のイメージが
提案されました。造園家で景観と住ま
いの研究をする田瀬理夫氏の提案は、

「ひとの居場所から考える～ Living in 
National Treasures」とは地域性や社
会性の備わった空間で暮らすこと、す
なわち「国の宝の中で暮らす意識」が
50 年後に通用するビジョンではない
かと提案されました。福井工業大准教
授で都市計画家の木川剛氏からは、福
井の敦賀市をケースに、地方都市は中
心街に歩いて行ける「コンパクトシ
ティ」が目標で、スペースシンタクス
の事例としても、分散化、クラスター
化が求められていると提案されまし
た。

年間３回発行の会報 ED Place では、

72 号において、特集「50 年後のしあ
わせな暮らし」としてこの記録を掲載
しました。この他、本年度の会報は、
70 号特集「卒業制作」、71 号特集「東
海ブロック」が発行されました。

出版については、これまで部会とし
て進めてきた東日本大震災に関するま
とめとして、部員の共同執筆による編
集を行い、次年度の日本デザイン学会
特集号に「震災後の環境デザイン～残
すべきものとは」として刊行を目指し
編纂を行っています。

見学会は３月２８日（土）に「定点
観測ツアー for2020」として、オリン
ピック・パラリンピック開催予定地の
定点観測見学会を行いました。部会員
の他、学生、一般参加者を加えた参加
者 33 名によるバスと踏査による見学
で、見学後にはオリンピックと都市計
画の研究をされている建築家の白井宏
昌氏をお招きし、会場施設を見下ろせ
る豊洲の超高層タワーにて講演会を行
い、その後、参加者との懇親会を行い
ました。以上報告です。

デザイン史研究部会
主査　立部 紀夫

平成 26 年度デザイン史部会では以
下の発表形式の研究会を開催しまし
た。本年度も同様の研究会を進めて行
く予定です。
■第３２回研究会
開催日：平成 26 年 11 月 29 日
テーマ：「ペーター・ベーレンス　－
モダン・デザイン
開拓者の一生」
発表者：椎名輝世氏
場　所：マイスペース Cafe MIYAMA
渋谷公園通り店
参加者：７名
■第３３回研究会　　
開催日：平成 27 年３月 21 日
テーマ：「モホイ＝ナジ・ラースロの
デザイン活動」
発表者：利光　功氏（日本アートマネ
ジメント学会会長）
場　所：マイスペース Cafe MIYAMA
渋谷公園通り店
参加者 11 名
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デザイン理論・方法論部会
主査　松岡 由幸

デザイン理論・方法論部会は，デザ
イン方法論部会を拡張するかたちで，
平成 20 年（2008 年）4 月に設立さ
れました．その後，春季大会では毎年，
企画セッションによる発表を継続する
とともに，多くのシンポジムや研究会
を実施し，延べ 200 名以上の国内外
のデザイナーや研究者が集い，デザイ
ン理論・方法論の構築に向けて多くの
議論を進めてきました．

　昨年度も，7 月 25 日には，慶應
義塾大学において，デザイン塾「タイ
ムアクシスデザインの創験」を主催し
ました．

それらの成果は，『デザイン科学事
典』（日本デザイン学会編，丸善出版）
として結実すべく，現在，その編纂に
務めています．

ファッションデザイン部会
主査　常見美紀子

ファッションデザイン部会の 26 年
度研究例会は、2014 年 9 月 12 日（金）
に大妻女子大学千代田キャンパス本館
において開催した。今回は以下二つの
研究発表が行われた。
■長沢幸子氏（文化学園大学）
テーマ： ファッションイラストレー
ションの表現描法の多面的研究

ファッションイラストレーションの
表現描法について、まず浮世絵からは
じまる歴史的変遷について概観した。
それを基に、長沢氏自身が CG によっ
て新描法の創造・開発を行った具体的
な経緯について講述した。さらに、定
性的考察・定量的検証を行うことで、
ファッションイラストレーション分野
の発展に寄与できる愚弟的な内容につ
いて話された。
■神野　由紀氏（関東学院大学）・中
川　麻子氏（大妻女子大学）　　　　
テーマ：デザインとジェンダー
－近代の女性における〈手作り〉の意
味に関する考察－　　　　　　　　　

明治初めの「手芸」という言葉の始
まりから、戦後の大量生産による膨大
な既製品に囲まれるなか女性たちは手
芸という趣味を通して、あえて「手作
り」を続けていたことを概観した。さ
らに 1970 年代、専業主婦率がピーク
に達した時におこったインテリア手芸
ブームについて、雑誌調査から主婦
達の手芸作品のデザイン分析、また
当時のブームを支えた女性たちへのア
ンケート・インタビュー調査から、手
芸の背後にある女性の意識について述
べ、デザインとジェンダーの関係を考
察した。

発表後、二つの研究発表に対して活
発な質疑応答がなされ、和やかななか
に有意義に研究例会を終えた。27 年
度の研究例会は、9 月上旬に行う予定
である。

情報デザイン部会
主査　永井 由美子

（1）春季大会にて全体会開催
若手の現場デザイナーに多く参加し

てもらうために、今まで設置していな
かった幹事役を設置、若手現場デザイ
ナーが部会運営に積極的に参加できる
ようにした。

（2）幹事会開催
忙しい若手デザイナーが参加しやす

い運営方法などの検討、平日夜の集ま
りやすい場所での短時間の会合を行
い、部会の運営方針検討、テーマ決め
を行った。

（3）研究会開催 5 回
現場でテーマとなっている話題を中

心に、研究会を 5 回開催。
・デザインの手法や技術の研究会
・現在のデザイン業務の活動報告
・情報デザインの未来
・子育の記録に関するワークショップ
【総会 2014/07/06】

“JSSD 春季大会 “
総会，30 名

【幹事会１ 2014/07/29】
“Yahoo! 会議室 “
今後の方針決め，6 名

【幹事会２ 2014/08/25】

“シェア奥沢 “
テーマ決め，6 名

【研究会１ 2014/11/21】
“映像技術の UI デザインへの応用研

究会 “
ソフトディバイス .Lab
デザインの手法や技術の研究，35

名
【研究会２ 2015/01/11】

“子育てとデザイン”
シェア奥沢
テーマ決め，3 名

【研究会３ 2015/01/31】
“InfoD-STYLE”
Yahoo! 会議室
現場の仕事の活動報告，34 名

【研究会４ 2015/03/14】
“infoD-Vision”
多摩美上野毛会議室
情報デザインの未来，60 名

【研究会 5 2015/03/25】
“子育てとデザイン”
シェア奥沢
子育での記録に関するワークショッ

プ，19 名

創造性研究部会
主査　永井由佳里

デザインの創造性とイノベーション
について、創造性研究部会メンバーを
中心に学会内外の研究者、実践者、学
生、産業界、との研究交流を深めると
ともに、グローバルな規模で研究議論
を展開した。第 61 回春季研究発表大
会では、創造性研究部会の企画による
テーマセッション「生活を豊かにす
るインタラクションのデザイン」で
の研究発表を募集し、10 件の研究発
表が行われた。ウェルビーイングやサ
スティナビリティ社会を目指すデザ
インの方向性、及び、観光価値や製
品価値を創出するユーザ参加型のデ
ザイン、経験をベースにしたインタ
ラクションのデザイン等、多様なア
プローチでのデザイン研究が発表さ
れ、活発なディスカッションが行われ
た。特に、本研究部会は国際的に展開
しており、1 月にはバンガロールにあ
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る Indian Institute of Science で、3rd 
International Conference on Design 
Creativity が開催され、イノベーショ
ン、デザイン思考、デザイン教育等に
ついて、第一線で活躍する世界の研究
者や博士後期課程学生が集い、研究発
表と議論を重ねた。

タイポグラフィ研究部会
主査　石川 重遠

これまでタイポグラフィ研究部会の
活動として、印刷博物館（東京）と共
催でタイポグラフィに関する講演会を
継続的に行ってきた。平成 26 年度の
活動として、本年 5 月 16 日に印刷博
物館において英国レディング大学タイ
ポグラフィ＆グラフィックコミュニ
ケーション学科のジェリー・レオニダ
ス先生の講演を実施し、イギリスの大
学におけるタイポグラフィの授業が伝
統的な基礎教育を重要視している事が
印象的であり、また、学ぶ学生の多様
性に国際性を感じる事ができた。

サービスイノベーションデザ
イン研究部会

主査　古屋 繁

春季研究発表大会では，研究部会と
して 8 件の発表を実施しました。

ま た ， 1 0 月 2 1 日 か ら
２ ３ 日 ま で， マ レ ー シ ア の
UniversityMalaysiaSarawak（UNIMAS）
で 4th ISIDC（InternationalServiceInn
ovationDesignConference）が開催され
ました。この運営に日本側の窓口とし
て協力してきましたが，大変盛況でし
た。この学会では，デザイン学会以外
の研究者とも交流することができ，有
意義なものとなりました。

さらに，このところ停滞気味であっ
た研究部会としても種々のサービスデ
ザインに関する勉強会を，是非開催し
たいと考えています。

子どものためのデザイン部会
主査　岡崎 章

本部会は，H25 年 9 月 20 日に承認
され， H26 年春季研究発表大会にて初
のテーマセッション「子どものための
デザイン」及び部会を開催しました．
多様な研究領域の研究者が集い，今後
の展開に向けた議論を深めました．

運営委員幹事は，工藤芳彰，若林尚
樹でした．
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平成26年度（平成26年4月1日－平成27年3月31日）決算報告

〔一般会計〕

■収入の部

予算額 決算額 増減対予算額

平成25年度繰越金

正会員費（現） ＠13,000×1,322名

＠6,500×45名

正会員費（新） ＠18,000×92名（一般　入会金：5,000，年会費：13,000）

＠6,500×107名 (学生　入会金：免除，年会費：6,500)

賛助会員費（現） 28件

賛助会員費（新） 1件

年間購読会員費（現） ＠25,000×59件

年間購読会員費（新）

広告費 0件

学会誌掲載別刷料･負担金 論文集別刷料･ｶﾗｰ印刷負担金

作品集別刷料･ｶﾗｰ印刷負担金

平成25年度作品集別刷料･ｶﾗｰ印刷負担金

概要集売上金 ＠3,500×524冊

雑収入 学会誌売上

NII-ELS還元金、補助金、預金利息等

その他

 寄付金

計

■支出の部

予算額 決算額
増減

対予算額
本部事務局＆理事会関係

本部事務局経費 消耗品代

運営経費（春季大会出張費用含む）

パート雇用費（@180,000×12,@180,000×2）

通勤費（@6,000x12）

施設設備費

通信費及び電話代金

印刷代

雑費

会費引落経費

賃貸料（＠150,000×12ヶ月）

光熱費

アルバイト雇用費(宛名整理,書類作成,発送,名簿管理補助等)

租税公課

労災保険料

理事会運営費 会場借用料、理事会運営経費等

役員活動費 役員の諸活動に対する補助

選挙経費 選挙に関する費用

出版関係

論文審査委員会経費

作品審査委員会経費 前年度残金

作品集編集費

学会誌編集・出版委員会経費

特集号編集委員会経費 第21巻1号編集委員会

第21巻3号編集委員会

第21巻4号編集委員会

第22巻1号編集委員会

第22巻2号編集委員会

学会誌印刷・通信関係

印刷費 平成25年度論文集（1冊）

平成25年度特集号（4冊）

平成25年度作品集（1冊）

論文集（4冊）

特集号（1冊）

作品集（1冊）

概要集(1,000冊印刷）

封筒代

出版物通信費 郵送料・事務代行料金（前年度分を含む＠350,000×8）

大会関係

大会補助費 平成26年度秋季大会補助

平成27年度春季大会補助

春季大会概要集編集 アルバイト雇用費（平成26年度分）

演題登録システム（PASREG）利用料

春季オーガナイズドセッション費用

学会セミナー費用

総会準備経費 総会経費、委任状・資料印刷代

学会各賞選考委員会経費 書類作成費（学会各賞推薦状・資料等）

国際デザイン会議 国際デザイン会議会費  （500＄）                          

国際デザイン会議活動費（運営会議活動費）

項目 決算額内訳

項目 決算額内訳
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予算額 決算額 増減対予算額項目 決算額内訳

委員会関係

委員会経費 共通費

研究部会共通経費 共通費（8研究部会）

支部活動補助費 4支部

市販図書企画・編集経費 編集費

広報関係

広報費 大会ポスター，ちらし作成費，通信費（平成26年度春季大会）

ホームページリニューアル

その他

その他

学協会関連 学術会議活動費（@30,000＋@30,000)

芸術関連シンポジウム分担金

日本工学会活動費 

日本工学会会費

CPD協議会会費

JABEE年会費

横断型基幹科学技術研究団体連合会費

横断型基幹科学技術研究団体連合活動費

予備費

次年度繰越金

計

［特別会計］

学会本部事務局常設基金 利息(￥18,333-)：基金に繰り入れ  

平成25年度
決算額

平成25年度
決算額

増減 決算額内訳
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平成２７年度活動計画

論文審査委員会
委員長　久保 光徳

デザイン学研究論文集が電子論文審
査システム上にて実施されるようにな
り３年目を迎えます。旧システムでの
論文投稿および審査はほぼ終了し，完
全電子化に向けて移行中です。今年度
は，これまでに印刷媒体と電子媒体の
併用で発行されてきた論文集そのもの
も完全電子化とすることが計画されて
います。学会 HP のリニューアルに連
動して，デザイン学研究がより読みや
すく，そしてより投稿しやすくなるよ
うに論文投稿審査閲覧システムを整備
する予定です。現行の J-stage での閲
覧を核とした電子ジャーナル化を進
め，掲載への期間短縮，被検索性の向
上を目指したいと考えております。合
わせて完全電子化にともなう著作権

（公衆送信権）の諸問題への解決も進
めていきたいと思います。さらに，昨
年度からの懸案である和文誌と英文誌
の２誌独立発行を目指し，国際的な評
価基準の土俵にデザイン学研究論文集
が上がれるように環境整備を図る予定
です。本年度は，論文審査委員会に，
委員長１名の他，委員２名，幹事４名
をお願いし，計７名で論文審査委員会
の運営を実施させていただくこととし
ました。さらには，昨年度に続き，投
稿論文のご審査をお願いさせていただ
く学会員各位の増強も図りたいとも
思っております。できるだけ多くの会
員各位にご投稿いただくと同時に，で
きるだけ多くの会員各位にデザイン学
研究へ投稿された論文のご審査もお願
い致したいと思っております。ご迷惑
をお掛けすることも多々あるかとは思
いますが，どうぞご理解とご協力をい
ただければと考えております。何卒よ
ろしくお願い申し上げます。
委員　小山 慎一，寺内 文雄
幹事　蘆澤 雄亮，植田 憲，加藤 健郎，
鄭孟淙

作品審査委員会　
委員長　小林 昭世

2015 年度作品集は、電子化すると
ともに、従来通り、冊子を刊行します。
皆様からの作品論文の積極的な投稿を
期待いたします。

2015 年度作品集 21 号は、作品集
刊行日時を１ヶ月前倒しし、２月に刊
行するために、従来の概要による審査
を無くし、８月 30 日を作品論文提出
期限とし、作品論文の審査を開始いた
します。今後の広報ならびに日本デザ
イン学会 Web ページの「作品集投稿
規定」「作品集執筆要領」、特に「作品
集の投稿手順」をご確認くださいます
よう、お願いいたします。
2014 年度作品審査委員会
小林昭世　高野修治　生田目美紀　橋
田規子　白石学　加藤健郎　永盛祐介
橋本和幸　永嶋さゆり

学会誌編集・出版委員会　
委員長　岡崎 章 

前年度に引き続き当委員会長を担当
する岡崎です．

H26 活動報告で述べましたとおり，
H28 年度より論文集と作品集が電子版
のみの発行となり，特集号は学会唯一
の印刷物としてリニューアルする予定
です．

今年度は，リニューアル版のあり方
及び具体的な体裁について，市販図書
企画・編集委員会と連携しつつ，検討
を進めて行きます．

特集号（年４冊）につきましては，
現状の体裁の最後となる第 23 巻１～
４号（通巻 89 ～ 92 号）を発行する
予定です。特集テーマのアイデアをお
持ちの方は担当理事までご一報下さ
い。

編集委員は，工藤芳彰，寺内文雄，
山田弘和，大島直樹（幹事），森山貴
之（幹事）です．

研究推進委員会　
委員長　渡邉 誠

研究推進委員会では、①研究部会の
活性化、 ②第 62 回春季研究発表大会
の学生交流ワークショップの実施運
営、③同大会のテーマセッションの運
営、④本年度秋季企画大会における
企画運営、⑤来年度春季研究発表大会
テーマセッション募集を行います。
①研究部会の活性化：2014 年度より，
各研究部会に活動報告・計画の報告を
お願いし，総会資料に掲載することと
し，本年度は，17 部会のうち，？部
会から報告があった。
②今回の春季研究発表大会の学生交流
ワークショップの実施運営：本年度は，
パロアルト研究所日本代表の佐々 牧
雄氏オーガナイズによる「世界の見方
が変わるワークショップ」を開催いた
します。
③春季研究発表大会のテーマセッショ
ンの運営：各テーマセッションの企画
者に座長の選任やグッドプレゼンテー
ション賞の推薦などセッションの当日
運営を依頼する。
④本年度秋季企画大会における企画運
営：東京藝術大学となり 11 月 21 日

（土）に開催される秋季企画大会で，
研究推進に繋がる企画を企画する。
⑤来年度春季研究発表大会テーマセッ
ション募集：今年末に募集を始めます。
奮ってご応募ください。

企画委員会　総合企画　
委員長　松岡 由幸

今年度の企画委員会総合企画は，昨
年度に引き続き，デザイン学における
基盤研究の推進を図る所存です．

まず，本春季大会では，千葉大学の
皆様のご尽力により，大会テーマ「デ
ザインの幹」のもと，竹原あき子先生
による基調講演「骨とトゲのあるデザ
インの話」，特別セッション「デザイ
ンの未来史：次世代への視覚化の問題
集」，さらに 4 件のオーガナイズドセッ
ションが行われます．
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なお，本大会より，オーガナイズド
セッションのテーマに関しては，理事
会提案テーマをまじえることで，ここ
数年やや固定してきたテーマに対する
工夫も採り入れています．

さらに，11 月 21 日（土）には，東
京芸術大学にて，秋季企画大会が行わ
れる予定であり，現在，環境デザイン
部会と連動しつつ，その準備を進めて
いただいている段階であります．

このほかにも，講習会やセミナーの
実施を検討しており，これらの諸活動
を通じて，デザイン学の発展と地位の
向上を目指します．

企画委員会　支部企画　
委員長　五十嵐 浩也

各支部における研究発表大会，講演，
ワークショップ，展覧会等の活動は活
発に行われています．これらの活動は
学会の根幹をなす活動として重要であ
ることは言うまでもありません．現在，
それぞれの活動においてそれぞれの出
版物，ホームページ，賞等がその活動
の活発化とともに多く，かつ様々な方
向性を有するに到ってまいりました．

企画員会としましては，ここ数年各
支部が発行している刊行物，デジタル
媒体等の刊行物の取扱を検討して参り
ましたが，本年度もこの内容を継続検
討する予定です．刊行物の体裁，運用
指針，フォーマット，賞のあり方の検
討を具体的に進める所存です．また，
活動単位としての支部地区制の見直し
を法人化に向けての検討の推移と協働
しながら検討することも本年度の活動
の軸と考えております．

 

教育・資格委員会
委員長　古屋 繁

今年度も，昨年度までの活動を継承
し，「教育」と「資格」について，具
体的な施策を計画・実行していきたと
考えています。

具体的には，
1）継続教育（CPD）

昨年度，社会人にとって価値あるプ
ログラムのコンテンツについて情報収
集した結果を受け，講演会を企画しま
したので，それをうけて本年度中に実
施したいと考えています。
2）デザイン実務者の成果発表媒体

作品集審査委員会や日本デザイン振
興会と連携した企画構想案を具体的な
ものにしていきます。
3）資格制度「資格制度」は，「継続教
育」とも関連する事案ですが，継続し
て JIDA との連携を深めていきます。

また，技術者教育認定機構（JABEE）
については，引き続き専門職大学院に
おける認証評価などを通して，利用価
値を高めるための取組について継続的
に検討していきます。近々のうちに，
デザイン分野での資格や認証を具体的
に実施することはないものの，デザイ
ン分野の認証評価が申請されたとき
に，その受け皿としてのデザイン学会
が参画していることが重要であるとも
考えられます。認証評価のノウハウの
取得などについて，情報の共有ができ
るように，その動向を発信していきた
いと思います。

広報委員会
委員長　岡本 誠

広報委員会の役目は、広報活動を通
じて、学会と社会をつなぎ、更に学会
員同士の交流を促進することです。本
年度は、１）リニューアルした学会ホー
ムページやメーリングリストの運営、
２）学会の魅力を伝える広報資料の制
作、３）協賛・広報活動を通じた関連
学会との連携強化をおこなう計画で
す。前年度リニューアルした学会ホー
ムページを有効に活用していくため
に、関連する学会ホームページとのリ
ンクの充実や各コンテンツの改良・充
実を行います。また、ホームページの
運用上の課題に対しては、継続的に改
良を行います。学会活動の広報に、皆
様のご協力をお願いいたします。

学会の魅力を伝える広報資料の検討
では、デザイン学会の活動をアピール
する広報資料の内容について検討し、

パンフレットを制作する計画です。

財務委員会
委員長　生田目 美紀

学会財務の健全な運用を行うための
活動方針を主に以下の二つの問題に
絞って活動する。
(1) 学会員増加のための適切な予算配
分の実施。
(2) 学会の法人化に伴う新たな財務計
画の立案。

(1) に関しては、学会全体としての
会員数の増加につながる広報活動を行
うなど、広報委員会に適切な予算を割
り当て、積極的な活動をお願いする。

(2) に関しては、法人化対策特別委
員会、本部事務局と連携しながら、法
人化に伴う、収支のバランスのシミュ
レーションを行い、会員サービス向上
につながる財務計画立案への基盤整備
を行う。

市販図書企画・編集委員会
委員長　蓮見 孝

本委員会においては，今年度も引き
続き、デザインの知を支える学会の図
書企画・編集に、特に若手の幹事の支
援を得ながら取り組んでいきたいと思
います。

活動の一つとして，昨年度より理事
会で話題になっている特集号の市販図
書化が挙げられます．これについては，
学会誌編集・出版委員会と連携しつつ，
その可能性について検討を進めていき
たいと考えています．

この実現により，学会の魅力度や認
知度の向上を図るとともに，現在進め
ている法人化と相俟って，当学会の社
会的地位の向上，さらには，研究活動
の活性化や会員数の増加などに繋がる
ことも期待しています．
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法人化特別対策委員会
委員長　國澤 好衛

本年度は、平成 28 年度総会にて、
法人化へスムーズに移行できるよう、
多くのことを議論し決定する必要があ
ります。代議員制の導入、それに伴う
選挙制度の変更、会員区分の整理、会
員の権利など、これらを早急に議論し、
決定して参りたいと思います。

その後、その決定に従い、定款の作
成、それに伴う各種規定の見直しを行
い、法人化に向けて着実に準備を進め
ていきたいと思います。

法人化は学会にとって、非常に大き
な組織変更であります。今後も多くの
方々からのアドバイスを頂きながら、
着実に進めて参りたいと思います。

Design シンポジウム担当　
担当理事　松岡 由幸

Design シンポジウムは，デザイン・
設計領域の知の統合を図るため，日本
のデザイン・設計に関する学会の共催
により，２年に一度開催されています．
現在は，当学会に加え，日本建築学会，
日本機械学会，日本設計工学会，精密
工学会，人工知能学会の６学会が共同
で運用しています．

現在，日本機械学会が幹事学会とし
て，次年度に行う Design シンポジウ
ム 2016 に向けて，その準備を進めて
いるところです．

当学会からは，小林昭世先生，永井
由佳里先生，松岡の 3 名に加え，若手
グループへは小野健太先生，佐藤浩一
郎先生が参加しており，デザイン・設
計に関わる他学会との連携を深める活
動を進める予定です．

ＩＡＳＤＲ担当　
担当理事　山中 敏正

本年度は，2015 年ブリスベーン大
会を実施する年である。すでに論文投
稿は締め切られ、審査が進行中である。

2013 東京大会に比べて 2 ヶ月ほど遅
い時期の開催のため、これから様々な
決定事項が公開される。4 月 17 日に
本年度の理事会をオンラインで開催
し、2017 年度大会について公募した
結果をもとにいくつかの候補に絞り、
大会運営の可能性について最終段階の
確認作業を行っている。なお、2005
年から大会開催地の決定ポリシーで
あった、東洋（日本、韓国、台湾）／
西洋（DRS 等）の輪番システムは廃止
し、東洋西洋にかかわらず世界各国か
ら開催候補地を公募することにした。
IASDR 会員について、昨年から提案さ
れていた Design and Emotion の加盟
については今回の議事にはならなかっ
た。

懸案の IASDR による論文誌の発刊
についても協議は進行中であるが、
IASDR のホームページを通じて過去の
大会の発表をまとめる作業を進めよう
という行動計画が承認された。

IASDR2015 の 開 催 日 は 2-5 
November, 2015 である．

横断型基幹科学技術
研究団体連合

　担当理事　松岡由幸

元来，デザイン学は，横断型科学の
根幹をなす学術領域であり，当学会は，
横幹連合における学術上での牽引的立
場にあるべきと考えます．この視点に
立脚し，横幹連合に参画し，現在では，
松岡が理事として参加しています．

今年度のイベントとしましては，4
月 24 日に定期総会が，東京大学にて
行われました．さらに，12 月 5 日か
ら 6 日にかけて，名古屋工業大学にて，
第 6 回横幹連合コンファレンスが行わ
れます．大会テーマは，「知のサスティ
ナブル・イノベーション（仮）」であり，
当学会から多くの参加が望まれます．

日本学術会議　
第一部／人文・社会科学 
藝術学関連学会連合

担当理事　小林 昭世

日本学術会議第１部傘下の藝術学関
連学会連合（日本デザイン学会を含
む 15 学会により構成）はシンポジウ
ムの開催を主要な事業としています。
2015 年度は、すでにお知らせしてい
る通り、6 月 13 日に京都国立近代美
術館講堂にて、第 11 回公開シンポジ
ウム「日常のポエティックス」を開催
します。主催学会の都合により、日本
デザイン学会の春季大会と開催日が残
念ながら重なってしまいました。今回
のシンポジウムは、藝術学関連学会傘
下の多くの学会からのパネリストそれ
ぞれの立場から、意見交換が行われる
予定です。
「日々のありのままの営みをとらえ、

場所に溶け込み、時間を旅し、人と出
合い、そうしてこころと身体を覚醒さ
せてゆく――近年の芸術表現に顕著な
ありようが、芸術の研究に省察や新た
な認識を示唆しているように思われ
る。（中略）芸術の「主題」としての日常、
芸術が生まれ培われる「坩堝」ともい
える日常、芸術の美や解釈において言
説の深淵にそれとなく影をおとす「感
性」や「経験」の機微・肌理など、15
の多彩な学会がそれらを照らし出し、
諸芸術にたいする今後の研究について
考えをめぐらしてはどうだろう。」（開
催主旨の抜粋）

日本工学会　
担当理事　國澤好衛

日本工学会の「事務研究委員会」の
議論は、学協会が抱える喫緊の課題そ
のものとなっています。その内、公益
法人制度改革に伴う法人化への対応お
よび学協会が連携して行う横断的な継
続教育については、当学会においても
極めて重要なテーマとなっています。
特に法人化については、昨年度新しく



32JSSD NEWS
No.213

-23-

設置された法人化対策特別委員会にて
しっかり議論を行い、本年度の総会で
方向性を示し、来年度の総会にて、一
般社団法人への移行を予定していま
す。これまでも、日本工学会をベース
に他学協会の動向などを探ってきまし
たが、今後もこの場を活用し法人化や
継続教育への有用な視点を会員の皆様
に提供していきたいと考えています。

第１支部
支部長　両角 清隆

2 年に一度開催している第 1 支部大
会 を、2015 年 9 月 5 日 ( 土 )・6 日
( 日 ) 1 泊 2 日で山形市の東北芸術工
科大学のキャンパスを中心に開催す
る。テーマを「デザインのバトン 『気
づきを手渡す』デザイン教育プログラ
ムの試行」として、開催する。内容と
しては、1 日目に「小学生対象のデザ
イン授業の企画検討会」、2 日目に「デ
ザイン授業の実施・見学」を中心に実
施する。第 1 支部に属する大学の学生
が集まり、日頃の学びの中で習得して
きた、デザインが社会に果たすべき役
割やデザインを学ぶ上で大切なエッセ
ンスなどのさまざまな気づきを、より
若い年代のこどもたち（市内の小学生）
に伝えることを目的として、授業の計
画・実施をする。教員はその過程を見
て、デザインについてメタ的な検討を
行う機会とする。学生、教員ともデザ
インついて深く考える機会になること
を期待している。

第２支部
支部長　五十嵐 浩也

第 2 支部は昨年度の活動の基本方針
であった産学連携を継承して推進した
いと考えております．JIDA,JDP とも
連携して，教育・研究者，学生と現場
のデザイナーとの意見交換の場を幾つ
か設定したいと考えております．

研究推進委員会とも相談し，出来る
限り多くの研究部会との連携によるセ
ミナー，研究発表会を企画する予定で

す．
関東圏の多くの学会員の方々がふ

るって参加いただけるような活動を目
指しておりますのが，まず 9 月に上記
方針に則ったイベントを企画したいと
思います．

第３支部
支部長　國本 桂史

本年度は、下記の 5 事業を実施しま
す。
１．サイエンスデザインカフェ事業

地域や他分野の人々との交流とデザ
イン啓蒙等を目的として、気軽にディ
スカッションができる “カフェ” 形式
の小規模講演会を２回開催予定です。

【第１回】
日時：7 月 13 日 ( 月 )( 時間調整中 )
講師：伊藤 邦久 教授 (College for　
Creative Studies (CCS) トランスポー
テーション学科教授 )
場所：名古屋市立大学病院ホール

【第２回】
日時：12 月（日時未定）
講師予定：中西 良一 教授（名古屋市
立大学大学院 医学研究科 腫瘍・免疫
外科学分野）
場所：名古屋市立大学病院ホール
２．第 3 支部研究発表会・懇親会

第 3 支部会員がどのようなデザイン
活動や研究を行っているのかを、発表
会を通じて相互に知り合い、交流会を
通してより深い相互交流を図ることを
目的としています。例年３月に年１回
開催し、学会発表の練習機会ともなっ
ています。口頭発表とポスター発表が
あります。
日程：平成 28 年 3 月予定
開催校：調整中
３．会員間の情報交流の充実

Web サイトの充実により、会員間の
情報の受発信の活性化を目指します。
また、積極的な他支部との情報や人的
交流も図ります。
４．日本デザイン学会奨励賞第 3 支部

学部生、大学院生のデザイン活動と、
研究活動の評価のための学生表彰制度
を継続して行います。各所属機関での

優秀な研究、制作活動を行った学部生、
大学院生を対象とした奨励賞を設定
し、各機関に所属するデザイン学会会
員の選考、推薦に基づき決定します。
５．学生会による研究交流事業

各大学より大学院生と学部生とが参
加して学生会を構成し、大学院生が
リーダーとなり学生同士の研究交流を
活発化することで、支部研究発表会へ
の積極的な参加と、本学会への入会と
を促進します。学生会を中心としたツ
アーイベント等の開催も検討します。

第４支部
支部長　益岡 了

第４支部では１）ユニバーサルデザ
イン研究会，２）インタラクションデ
ザイン研究会，３）地域生活文化研究
会，４）近畿・中国・四国地区研究会
など関西地区における学術研究活動を
実施して来ましたが，今年度もそれら
の発展を図り，研究発表会や支部内の
会員，デザイン学生の交流を目指して
活動する予定です．

ユニバーサルデザイン研究会では，
実践的な UD 活動を推進するための研
究会を開催します．インタラクション
デザイン研究会では，当該分野の研究
者やデザイナーを招いて講演会を開催
し，新たなライフスタイルとインタラ
クションデザインの関係について参加
者との議論を行います．地域生活文化
研究化ではフィールドワークを通し
て，生活文化のあり方を見つめる活動
を積み重ねます．近畿・中国・四国地
区研究会では，横断的なテーマを設定
し，研究会をを企画開催します．これ
らのこれらの活動を通じて地域間・大
学間連携による議論の創出を図りま
す．

またメーリングリストなどを活用
し，地域ネットワークの拡大と円滑な
コミュニケーションを重視した支部活
動を推進します．関連学会支部との共
催事業や学生参加も念頭に入れた新た
な支部内の交流への取り組みを，支部
メンバーの協力を得て検討します．
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第５支部
支部長　井上 貢一

第５支部では、本年度も「学生デザ
イン展」と「研究発表会・懇親会」の
2 つの事業を計画しています。
1. 第 7 回九州沖縄地区　学生デザイン
展
会場 ： 九州芸文館　大交流室・エント
ランスギャラリー
　　　福岡県筑後市大字津島 1131
日程 ： 平成 27 年 6 月 17 日（水）～
27 日（土）
作品プレゼンテーション 27 日 ( 土 )　
13 時 ~16 時 ( 予定 )
共催 ： NPO 法人芸術の森デザイン会
議、九州芸文館

昨年にひきつづき本年度も、福岡県
にある芸術文化の交流拠点「九州芸文
館」 にご協力いただき、11 日間の展覧
会を開催予定です。

平成 27 年度、４月末で 90 件を超
えるエントリーをいただいており、活
気ある展覧会となるよう準備中です。
2. 平成 27 年度 日本デザイン学会第５
支部 研究発表会・懇親会　
会場 ： 九州大学 大橋キャンパス
　　　福岡県福岡市南区塩原　
日程 ： 平成 27 年 10 月 17 日（土）

幹事の所属する大学をローテーショ
ンで会場として開催している本研究
会、今年は福岡市南区にある九州大学
大橋キャンパスが会場となります。

8 月には、学会のメーリングリスト
を通してご案内を差し上げますので、
是非 ご参加下さい。

※尚、この研究会では、第５支部以
外の地域の会員の方の発表も受付けて
おり 

本部事務局
本部事務局長　小野 健太

本年度は、昨年に引き続き学生会員
制度の定着により学生会員が更に増加
する事が期待されますが、それにとも
なって問題となりつつある、学生会員
の継続・移行手続きの円滑化を進める

ことが重要と考えます。特に、卒業に
よって資格が切れる学生会員が正会員
に移行してもらえるように働きかけ、
正会員数を増加させる取り組みたいと
思います。

本年度は、学会誌の完全電子化、法
人化への移行という、大変大きな変更
が予定されております。スムーズな移
行ができるよう、検討・準備に務めて
いきたいと思います。

各委員会活動、支部活動ができるだ
け円滑に進むようサポートし、学会活
動を支えていきたいと思います。特に
近年活発化している各支部の活動に対
して、本部事務局としてもできるだけ
支援していきたいと考えています。

また、事務局は学会の窓口として、
今年度も会員の皆様へのサービスを第
一に考えたスムーズな対応を心がけて
いきたいと思いますので、関係各位の
ご理解とご協力をお願い申し上げま
す。

教育部会
主査　金子 武志

年間テーマ「続・まなびのかたち、
おしえのかたち」

2014 年度テーマ「まなびのかたち、
おしえのかたち」を引き続き実施する
予定。

デザインの分野に限らず、時代とと
もに学生の気質も変わり、社会のニー
ズに即応しながら教育現場の考え方や
授業の内容、スタイルも色々変ってき
た。また、大学から幼稚園までの機関
に限らず、地域のコミュニティー、美
術館でのアートプロジェクト、ネット
を利用した通信講座など、学びの場や
方法は多様化している現在の状況をあ
らためて確認しこれからの可能性につ
いて対話していく。

年度末にはメンバーや研究会参加
者、関係者に執筆を依頼しミニエッセ
イ集「私の受けた教育」を編集する予
定である。
研究会の予定：
第１回　7 月 3 日（金）18:00~20:00
日本大学芸術学部 

第２回　11 月頃（詳細企画中）
第３回　平成２８年 3 月頃（詳細企画
中）

家具・木工部会
主査　阿部 眞理

平成 27 年度においては，研究部会
総会を開催し，新主査ならびに幹事を
選出する。また，平成 27 年度の活動
内容について審議する。６月開催の
第 62 回春季研究発表大会においては，
研究部会主催のテーマセッション「伝
統的資源と現在学」を実施する。また，
研究部会誌である「家具・木工通信」
は第 60 号を年度末に発行する。家具・
木工関連情報については例年通り随時
配信する。

プロダクトデザイン研究部会
主査　山崎和彦

本年度の活動計画については現在検
討中ですが、昨年度に引き続いて、１）
プロダクトデザイン研究部会の開催、
２）関連団体 ( 日本インダストリアル
デザイナー協会、人間中心設計機構等 )
とのイベントの開催、３）プロダクト
デザイン研究に関連する情報発信 ( 日
本デザイン学会 Web サイトとプロダ
クトデザイン研究部会 Facebook 等 )
などの活動を計画していく予定です。
また、今後の検討として部会員の拡大
や研究領域（例えば、複合領域や先進
技術等）の検討なども、検討していき
たいと考えています。

環境デザイン部会
主査　山田弘和

本年度の環境デザイン部会は「震災
後の環境デザイン～未来につなぐデザ
イン・レガシー」を年間テーマとして
考えています。部会では南三陸町防
災庁舎の保存を呼びかけ、「残すべき
ものとは」をテーマに災害復興の変
化を取材し記録してきました。一方、



34JSSD NEWS
No.213

-25-

2020 年に開催される TOKYO オリン
ピック・パラリンピックがこれからの
環境づくりとすれば、1964 年の時に
目指したような、「しあわせな暮らし」
の「ひな形」になるかという二つの観
点、すなわち「のこすもの－おきかえ
るもの」を未来につなぐ役割と考え、
継続テーマとするものです。

平成２７年度秋季企画大会ではこの
テーマを広く学会の皆様とセッション
する場として本部理事会から打診をい
ただきました。そこで秋季大会テーマ
セッションでは「デザイン・レガシー」
を仮にキーワードとしていますが、今
後も各研究部会からの参加協力を仰ぎ
ながら準備をすすめていきたいと考え
ていますので、よろしくお願い申し上
げます。

出版計画については、本学会特集号
に「震災後の環境デザイン～残すべき
ものとは」として、年度内刊行を予定
しています。

部会会報 ED Place は、年間３回発
行予定です。年度はじめに発行される
ものは、特集「卒業制作」になりま
す。その他の特集は「ブロック」（選
定中）、「秋季大会」として発行を予定
しています。また、本学会では学会誌
の電子化への移行が計画されているこ
とから、部会においても費用のかかる
印刷媒体郵送方式を見直し、本年度は
ED Place の電子化を行い、会員に向け
て電子メールによる発送に切り替えて
いく予定です。

見学・シンポジウム・講演会につい
ては、平成 26 年度に行いました「定
点観測ツアー for2020」の継続案があ
りますが、各地域のつながりを活性化
する企画などを考え、担当幹事からの
新たな提案も取り入れて、参加意義の
有る見学会・講演会などの実施に向け
て企画していきます。

部会運営からは、会報の電子化を反
映させた部会費の見直しなどを行いま
す。積極的に環境デザインを考えると
いう部会の趣旨の元、上記の他にも追
加企画なども検討していく所存です。
全国の部会員のつながりを広げ、学会
内外とも協力を得て、本年度も活発な
運営を進めていきたいと考えていま

す。

デザイン理論・方法論部会
主査　松岡  由幸

デザイン理論・方法論部会は，これ
まで多くのデザイナや研究者が集い，
デザイン科学の基盤構築に努めてお
り，『デザイン科学事典』の編纂に向
け，その準備をする活動を進めてきま
した．平成 27 年度においては，その
事典編纂を本格的に進める年度と位置
づけています．

また，7 月 17 日（金）には，慶應
義塾大学矢上キャンパスデザインセン
ターにおいて，デザイン塾「タイムア
クシスデザインの時代」を主催し，タ
イムアクシスデザインのエコデザイン
やサービスデザインへの応用について
も，議論を行う予定です．

情報デザイン部会
主査　永井 由美子

（1）研究部会の開催形式の模索
部会開催方法を模索しながら、いく

つかのパターンの研究部会の開催を計
画。
(a) ライトニングトーク開催：UST 配

信なども含め、学会員以外の参加
を前提とした、20 名程度のオープ
ンでライトな部会開催。

(b) 研究会開催：テーマ設定をした部
会開催（従来の研究部会）

（2）今年度部会テーマ
・情報デザインの本質
・地方や地域における情報デザイン
・日常生活における情報デザイン
・プロトタイピングと情報デザイン
・人工知能と情報デザイン

創造性研究部会
主査　永井由佳里

デザインによる多様な価値の創出が
期待されている。前年度には生活の
質の向上を目標に、デザインに何が

できるかという問題と、その方法を
具体的に追求した。本年度も研究部
会メンバーを中心に学会内外の研究
者、実践者、学生と学際的な議論を重
ねていく。第 62 回春季研究発表大会
では、創造性研究部会の企画による
テーマセッション「イノベーションと
創造性：デザインの可能性」で 16 件
の研究発表を予定している。大規模で
複雑な世界の課題の解決にむけ、イノ
ベーションを創出することが期待され
ていることを反映し、地域や企業がそ
れぞれ取り組んでいるデザインの具体
的な研究事例や、新しいプロダクトや
サービスを実現するデザイン思考や方
法論について議論し、多様な個々のア
プローチによって達成された研究成果
を発表する。また、認知科学会、創造
学会等、デザインと密接な関係がある
学術領域との連携によって、本研究部
会は創造性に優れた人材の育成や、グ
ループワークによる創造性の強化方法
等、教育や実践面での社会展開と普及
を行う。国際的には、2015 年 7 月に、
ミラノで開催される、本研究部会と
関係の深い the Design Society 主催の
国際会議 International Conference on 
Engineering Design でのワークショッ
プと研究発表、さらには 11 月にブ
リスベンで開催される IASDR2015、
2016 年 に 開 催 さ れ る International 
Conference on Design Creativity で の
研究発表など、日ごろの研究成果を発
表する機会により 2010 年以来継続し
ているデザインの創造性についての議
論をさらに深めていく。

タイポグラフィ研究部会
主査　石川 重遠

平成 27 年度タイポグラフィ研究部
会では、日本デザイン学会春季研究発
表大会において毎回部会会議を開催
し、今年度の活動計画を決める。特に
特集号の発刊、２回程度のタイポグラ
フィに関する講演会の計画が考えられ
る。
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サービスイノベーションデザ
イン研究部会

主査　古屋 繁

本年度は，「製造業のサービス化」
「IoT」などをキーワードに日本のもの
作りに対する変革の気運が高まってい
ます。そこで，その内容を改めて整理
しながら，サービスデザインの新たな
視座を得るために，勉強会を企画して
います。また，それらをふまえて，そ
れらを 12 月を特集号としてまとめた
いと考えています。

子どものためのデザイン部会
主査　岡崎 章

H27 年春季研究発表大会にてオー
ガナイズドセッション「子どものため
のデザインに必要な視点とは何か」と
テーマセッション「子どものためのデ
ザイン」及び部会を開催します． 

運営委員幹事は，工藤芳彰，若林尚
樹です．
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平成 27 年度（平成 27 年 4 月 1 日 - 平成 28 年 3 月 31 日）予算（案）

〔一般会計〕

■収入の部

予算額

平成26年度繰越金
会費（現） 正会員＠13,000×1,467名×0.8(徴収率)

学生会員＠6,500×245名×0.8(徴収率)
会費（新） 正会員＠18,000×50名（一般　入会金：5,000，年会費：13,000）

学生会員＠6,500×100名(入会金：免除，年会費：6,500)
賛助会員費（現） 31件
賛助会員費（新） ＠30,000×1件
年間購読会員費（現） ＠25,000×59件
年間購読会員費（新） ＠25,000×1件
広告費 ＠50,000×2件
学会誌掲載別刷料･負担金 論文集別刷料・掲載基本料･ｶﾗｰ印刷負担金（(別刷料＠25,000×6+＠30000×6)×6）

作品集掲載費・ｶﾗｰ印刷負担金（＠70,000x10+＠100,000x10）
平成26年度作品集掲載費・ｶﾗｰ印刷負担金

概要集売上金 ＠3,500×600冊
雑収入 学会誌売上

NII-ELS還元金、補助金、預金利息等
その他

計

■支出の部
予算額

本部事務局＆理事会関係
本部事務局経費 消耗品代

運営経費（春季大会出張費用含む）

パート雇用費（＠180,000×12,＠180,000×2）

通勤費（＠6,000x12）

施設設備費（プリンター買換）

通信費及び電話代金

印刷代

雑費

会費引き落とし経費

賃貸料（＠150,000×12ヶ月）

光熱費

アルバイト雇用費(宛名整理,書類作成,発送,名簿作成補助等)

税金準備金

労災保険料

理事会運営費 会場借用料、理事会運営経費等

役員活動費 役員の諸活動に対する補助

選挙経費 選挙に関する費用

学会誌審査・編集関係
論文審査委員会経費
作品審査委員会経費

学会誌編集・出版委員会経費

特集号編集委員会経費 第22巻3号編集委員会

第22巻4号編集委員会

第23巻1号編集委員会

第23巻2号編集委員会

第23巻3号編集委員会

第23巻4号編集委員会

学会誌印刷・通信関係
印刷費 平成26年度論文集（2冊）

平成26年度特集号（3冊）

平成26年度作品集（0冊）

論文集（＠1,250,000×6冊）

特集号（＠900,000×4冊）

作品集（＠3,500,000×1冊）

概要集ＣＤ（800セット）

封筒代

出版物通信費 郵送料・事務代行料金

項目 予算額内訳

項目 予算額内訳
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予算額項目 予算額内訳

大会関係
大会補助費 平成27年度秋季大会補助

平成28年度春季大会補助

春季大会概要集編集委員会経費 平成27年度分

演題登録システム（PASREG）利用料，データ変換料

春季オーガナイズドセッション費用 ＠80,000×4件

学会セミナー費用

総会準備経費 総会経費、委任状・資料印刷代

学会各賞選考委員会経費 活動費

国際デザイン会議 国際デザイン会議会費　(500＄)

国際デザイン会議活動費

委員会関係
委員会経費 共通費
研究部会共通経費 共通費（現行16研究部会）
支部活動補助費 ＠150,000×4支部分＋＠250,000×第一支部分
市販図書企画・編集経費 編集費

広報関係
広報費 大会ポスター・通信費，パンフレット作成費

ホームページ新規作成
ホームページ管理・運営
その他

その他
学協会関連 学術会議活動費（＠30,000＋＠30,000）

芸術関連シンポジウム活動費(平成26,27年度分)

日本工学会活動費 

日本工学会会費

CPD協議会会費

JABEE年会費

横断型基幹科学技術研究団体連合会費

横断型基幹科学技術研究団体連合活動費

予備費

次年度繰越金

計
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学会誌の電子化について

次年度（2016 年度）より以下の２点の導入を検討しています。
・論文集と作品集は電子版へ完全移行
・特集号は学会唯一の印刷物としてリニューアル

学会誌編集・出版委員長　岡崎 章

学会誌編集・出版委員会では、ここ数年、総会・会報にてお知らせしてきましたとおり理事会で議論を重ねながら「デ
ザイン学会らしい電子化の可能性」を検討してきました。すでに国立情報学研究所のデータベース CiNii に学会誌創刊号か
らの電子媒体が置かれ、多くの研究教育機関や CiNii ユーザーはパソコンから論文を閲覧することができます。59 巻以降
は J-Stage において論文誌を電子化し、会報 199 号で学会員の皆様にお知らせしたユーザー ID、パスワードで閲覧して頂
くことが可能です。また，著作権の取り扱いを含む懸案事項でありました「作品集の電子化」に関する一連の作業につい
ても完了することができました。作品集の電子体の利用開始につきましては、閲覧用パスワードを含め、学会ホームペー
ジでお知らせします。特集号のリニューアル版の内容につきましては、現在、学会の活動を一般に広く周知するものにす
るべく、理事会にて議論を進めております。なお学会誌の電子化については以下の通り検討しております。学会誌の電子化について

震災後の環境デザイン ～残すべきもの

サービスデザイン

タイポグラフィ教育

デザイン学会 60 年

印刷体　デザイン学研究

電子体　デザイン学研究

印刷体　デザイン学研究作品集

電子体　デザイン学研究作品集

印刷体　デザイン学研究特集号 印刷体

2014 度 2015 度 2016 度2012 度 2013 度

2014 度 2015 度 2016 度2012 度 2013 度

［論文集］

［作品集］

［特集号］

電子化に伴い，
著作権は投稿者に帰属する．
学会は複製権および公衆送信権の
無償供与を受ける．

体裁変更．
市販化も
考慮．

7～9月 12 月 1月 3月
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学会法人化について

次年度（2016 年度総会後）より
・現在の評議員を代議員（社員）とする
・一般社団法人　非営利型
への組織変更を検討しています。

法人化対策特別委員長　國澤 好衛

学会ではすでに１０年以上にわたり学会の法人化について検討してまいりましたが、今年度この問題について一定の結
論を見出すべく検討を行ってまいりたいと思います。

法人化を行う一番の目的として、社会的信用をより高めることがあげられます。ただ本学会は任意団体としてすでに
６０年を超える歴史を持ち、社会的信用は十分得られているというのも確かです。しかしながら、現在の任意団体では、
制度上、法律上の規制により、銀行口座の開設、保険への加入、公的資金や寄付金の受入など、一部の活動が制限されて
いるのも事実です。またリスクマネージメントの視点からも、任意団体では、事件、事故が生じた場合に、組織として社
会的責任を果たすことはできません。

まだまだ考慮・検討すべきことはたくさんあると思います。ぜひ会員の皆様からのご意見、アドバイスを頂き、ご一緒
に学会のあるべき姿を考えてまいりたいと思います。
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名誉会員賞贈呈

 ９６号 勝浦 哲夫 氏

 ９７号 杉山 和雄 氏

 ９８号 水野 雅生 氏

 ９９号 三橋 俊雄 氏




